
※
「
取

組
機

関
」
中

の
「
本

庁
」
・・

・農
林

水
産

部
（
研

究
機

関
、

農
林

大
学

校
等

の
農

林
水

産
部

出
先

機
関

を
含

む
）
 

 基
本

戦
略

４
 

「
や

ま
が

た
森

林
ノ

ミ
ク

ス
」

の
加

速
化

 
⑫

人
材

育
成

・
地

域
づ

く
り

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

50
 

林
業

を
支

え
る

人
材

育
成

と
事

業
体

強
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
向

性
】
 

○
森

林
組

合
な

ど
林

業
事

業
体

の
生

産
性

向
上

や
労

働
環

境
の

改
善

に
よ

る
経

営
力

の
向

上
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
林

業
労

働
に

お
け

る
安

全
衛

生
の

向
上

を
推

進
す

る
。

 
○

県
立

農
林

大
学

校
林

業
経

営
学

科
等

に
よ

り
、

林
業

の
現

場
を

担
う

技
術

者
を

育
成

す
る

と
も

に
、

東
北

農
林

専
門

職
大

学
（
仮

称
）
の

設
置

な
ど

に
よ

り
、

高
度

で
専

門
的

な
知

識
や

技
術

を
身

に
付

け
た

、
収

益
性

の
高

い
林

業
を

実
践

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る

。
 

 
～

現
状

・課
題

～
 

○
県

内
の

森
林

組
合

な
ど

林
業

事
業

体
で

は
、

森
林

施
業

の
集

約
化

を
担

う
「
森

林
施

業
プ

ラ
ン

ナ
ー

」
や

現
場

管
理

を
担

う
「
フ

ォ
レ

ス
ト

リ
ー

ダ
ー

（
現

場
管

理
責

任
者

）」
な

ど
が

中
心

と
な

り
、

森
林

施
業

の
集

約
化

や
低

コ
ス

ト
作

業
に

取
り

組
ん

で
い

る
ほ

か
、

平
成

31
年

4
月

に
施

行
さ

れ
た

森
林

経
営

管
理

制
度

に
お

け
る

森
林

経
営

の
受

け
皿

と
し

て
期

待
さ

れ
る

「
意

欲
と

能
力

の
あ

る
林

業
経

営
者

」
※

へ
の

登
録

事
業

体
も

増
え

て
い

る
。

 
し

か
し

、
林

業
事

業
体

の
多

く
は

労
働

生
産

性
や

収
益

性
の

向
上

が
課

題
で

あ
り

、
事

業
の

合
理

化
等

に
よ

り
経

営
力

の
強

化
や

、
労

働
環

境
の

改
善

、
労

働
災

害
の

防
止

に
向

け
た

取
組

み
が

必
要

で
あ

る
。

 ※
意

欲
と

能
力

の
あ

る
林

業
経

営
者

：
森

林
経

営
管

理
法

に
基

づ
き

、
市

町
村

か
ら

森
林

の
経

営
管

理
の

再
委

託
を

受
け

る
こ

と
を

希
望

す
る

民

間
事

業
者

（
R
2.

1
2
.3

1
現

在
で

31
事

業
体

を
選

定
・
公

表
）
 

○
県

内
の

林
業

へ
の

新
規

就
業

者
は

、
平

成
28

年
の

県
立

農
林

大
学

校
へ

の
林

業
経

営
学

科
の

開
設

や
林

野
庁

の
「
緑

の
雇

用
事

業
」
（平

成
15

年
度

か
ら

）の
活

用
等

に
よ

り
増

加
傾

向
に

あ
り

、
令

和
元

年
度

に
は

6
6

人
と

な
っ

て
い

る
。

ま
た

、
林

業
就

業
者

数
は

、
長

期
的

に
は

減
少

し
て

い
る

が
、

近
年

は
1
,1

0
0

名
前

後
で

推
移

し
て

お
り

、
こ

の
う

ち
女

性
は

15
0

名
程

度
と

な
っ

て
い

る
。

 
森

林
資

源
の

循
環

利
用

の
促

進
に

向
け

て
、

県
立

農
林

大
学

校
林

業
経

営
学

科
や

「
緑

の
雇

用
事

業
」
等

に
よ

る
人

材
の

養
成

・
育

成
等

に
加

え
、

東
北

農
林

専
門

職
大

学
（
仮

称
）の

設
置

等
に

よ
り

、
将

来
に

わ
た

り
、

若
者

や
女

性
を

含
め

た
新

規
就

業
者

の
着

実
な

確
保

や
林

業
事

業
体

の
経

営
を

担
う

技
術

者
の

育
成

・確
保

に
向

け
た

取
組

み
が

必
要

で
あ

る
。

 
 

取
 

組
 

内
 

容
 

取
組

機
関

 

本
 

庁
 

総
合

支
庁

 
村 山

 
最 上

 
置 賜

 
庄 内

 

①
「
意

欲
と

能
力

の
あ

る
林

業
経

営
者

」等
の

育
成

強
化

 
・
「
意

欲
と

能
力

の
あ

る
林

業
経

営
者

」
の

育
成

に
よ

る
、

森
林

整
備

や
木

材
生

産
等

を
担

う
林

業
事

業
体

の
経

営
力

向
上

の
促

進
 

・
県

林
業

労
働

力
確

保
支

援
セ

ン
タ

ー
と

の
連

携
に

よ
る

、
林

業
事

業
体

へ
の

労
働

環
境

の
改

善
や

事
業

の
合

理
化

等
の

取
組

み
の

指
導

・支
援

 
・
森

林
組

合
の

組
織

運
営

の
見

直
し

・
強

化
の

促
進

 
・
林

業
・
木

材
製

造
業

労
働

災
害

防
止

協
会

山
形

県
支

部
等

と
の

連
携

に
よ

る
、

林
業

労
働

災
害

防
止

に
向

け
た

取
組

み
の

促
進

 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

②
林

業
経

営
を

担
う

人
材

の
育

成
 

・
新

規
就

業
者

の
確

保
に

向
け

た
、

就
業

体
験

研
修

等
の

開
催

や
、

農
林

大
学

校
林

業
経

営
学

科
の

学
生

に
対

す
る

緑
の

青
年

就
業

準
備

給
付

金
の

給
付

等
 

・
林

業
関

係
へ

の
若

者
や

女
性

の
参

画
を

一
層

促
進

す
る

た
め

、
林

業
就

業
希

望
者

や
高

校
生

を
対

象
と

し
た

体
験

研
修

や
林

業
就

業
ガ

イ
ダ

ン
ス

等
 

・
森

林
施

業
の

集
約

化
を

担
う

「
森

林
施

業
プ

ラ
ン

ナ
ー

」
や

、
こ

れ
か

ら
の

林
業

経
営

を
担

う
「
森

林
経

営
プ

ラ
ン

ナ
ー

」
の

育
成

 
・
「
フ

ォ
レ

ス
ト

リ
ー

ダ
ー

」
な

ど
現

場
管

理
を

担
う

林
業

技
術

者
等

の
育

成
や

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
実

施
 

・
林

業
の

技
術

指
導

や
新

規
就

業
者

の
支

援
等

を
担

う
林

業
士

（
指

導
林

業
士

・青
年

林
業

士
）
の

育
成

・強
化

を
推

進
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
 

 

目
 
標

 
指

 標
 

現
状

値
 

指
標

値
（工

程
） 

Ｒ
３

 
Ｒ

４
 

Ｒ
５

 
Ｒ

６
 

林
業

の
新

規
就

業
者

数
 

（４
年

間
の

累
計

） 

23
7

人
 

(H
28

～
R
1

年
度

) 
70

人
 

1
4
0

人
 

21
0

人
 

2
80

人
 

 
出

典
：森

林
ノ

ミ
ク

ス
推

進
課

調
べ

 

③
専

門
職

大
学

の
開

学
・

運
営

[関
連

] 
・
開

学
に

向
け

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
や

入
試

内
容

等
の

具
体

的
事

項
を

定
め

る
基

本
計

画
や

施
設

整
備

等
の

検
討

 
・
卒

業
生

の
県

内
定

着
に

向
け

て
、

関
係

団
体

と
連

携
し

た
支

援
体

制
の

構
築

 
・
専

門
職

大
学

の
講

義
や

現
場

で
の

実
習

を
し

て
、

経
営

感
覚

と
現

場
感

覚
に

優
れ

、
理

論
に

裏
付

け
ら

れ
た

実
践

力
を

備
え

る
高

度
な

農
林

業
人

材
の

育
成

 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
 

〇
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養
成

す
る

人
材

像

D
P 1

東
北

・
山

形
の

地
域

性
に

つ
い

て
理

解
す

る
と

と
も

に
、

専
門

分
野

に
留

ま
ら

な
い

知
識

、
英

語
力

を
含

む
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

及
び

様
々

な
文

化
や

考
え

方
を

理
解

す
る

能
力

を
有

し
て

い
る

。

C
P 1

東
北

・
山

形
の

地
域

性
と

一
般

的
な

教
養

に
加

え
て

、
英

語
力

を
含

む
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

及
び

様
々

な
文

化
や

考
え

方
を

理
解

す
る

能
力

を
養

成
す

る
た

め
の

教
育

を
実

施
す

る
。

山
形

・
東

北
の

風
土

・
伝

統
文

化
、

哲
学

と
東

北
、

S
D

G
sと

倫
理

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

論
、

気
象

・
気

候
学

概
論

、
統

計
学

、
ビ

ジ
ネ

ス
英

語
Ⅰ

，
Ⅱ

、
ス

ポ
ー

ツ
、

情
報

活
用

、
政

治
学

概
論

、
社

会
学

概
論

、
法

律
学

概
論

、
経

済
学

入
門

A
P 1

高
等

学
校

で
習

得
す

べ
き

基
礎

学
力

を
身

に
付

け
て

い
る

人

D
P 2

農
業

の
生

産
管

理
に

関
す

る
知

識
や

技
術

を
有

し
て

い
る

。
C
P 2

農
業

の
生

産
管

理
に

関
し

て
、

理
論

に
裏

付
け

ら
れ

た
知

識
や

技
術

を
基

本
と

し
、

実
際

の
農

業
経

営
に

活
用

す
る

た
め

に
必

要
な

実
践

的
な

能
力

を
養

成
す

る
た

め
の

教
育

を
実

施
す

る
。

生 産 理 論

・ 技 術

土
壌

・
肥

料
学

、
農

業
概

論
、

農
業

概
論

演
習

、
耕

畜
連

携
論

、
植

物
保

護
学

、
家

畜
衛

生
学

、
先

端
農

業
技

術
論

、
圃

場
実

習
Ⅰ

、
Ⅱ

（
稲

作
、

果
樹

、
野

菜
・花

き
、

畜
産

）
、

栽
培

各
論

（
稲

作
、

果
樹

、
野

菜
・
花

き
、

畜
産

）

A
P 2

論
理

的
に

思
考

し
、

表
現

で
き

る
人

D
P 5

農
業

に
関

連
す

る
他

分
野

の
知

識
を

融
合

又
は

展
開

す
る

こ
と

に
よ

り
、

農
業

を
起

点
と

し
た

新
た

な
事

業
展

開
を

図
る

た
め

に
必

要
な

柔
軟

な
発

想
力

や
応

用
力

を
身

に
付

け
て

い
る

。

C
P 5

農
業

に
関

連
す

る
他

分
野

の
知

識
を

学
修

し
、

農
業

に
そ

の
知

識
を

融
合

又
は

展
開

す
る

こ
と

で
農

業
を

起
点

と
し

た
新

た
な

事
業

展
開

に
つ

な
げ

る
た

め
に

必
要

な
柔

軟
な

発
想

力
や

応
用

力
を

身
に

付
け

る
た

め
の

教
育

を
実

施
す

る
。

食
品

製
造

・
販

売
、

食
品

製
造

・
販

売
実

習
、

建
築

学
、

建
築

学
演

習
、

デ
ザ

イ
ン

論
、

デ
ザ

イ
ン

論
演

習
、

金
融

論
、

金
融

論
演

習
、

　
栄

養
学

、
栄

養
学

演
習

、
発

酵
学

・
醸

造
学

、
発

酵
学

・
醸

造
学

演
習

、
社

会
福

祉
論

、
社

会
福

祉
論

演
習

、
山

形
・
東

北
観

光
学

、
山

形
・
東

北
観

光
学

演
習

A
P 4

課
題

解
決

や
新

た
な

価
値

の
創

造
に

取
り

組
む

た
め

に
、

柔
軟

な
思

考
力

を
備

え
て

い
る

人

D
P 6

修
得

し
た

知
識

と
技

術
を

駆
使

し
て

農
業

経
営

の
課

題
解

決
に

必
要

な
情

報
を

収
集

・
分

析
・
整

理
す

る
と

と
も

に
、

分
析

・
整

理
し

た
結

果
を

表
現

し
、

課
題

の
解

決
策

を
提

案
で

き
る

能
力

を
有

し
て

い
る

。

C
P 6

基
礎

科
目

、
職

業
専

門
科

目
及

び
展

開
科

目
の

学
修

内
容

を
総

合
し

て
、

臨
地

実
務

実
習

先
等

の
農

業
経

営
の

課
題

解
決

に
必

要
な

情
報

を
収

集
・

分
析

・
整

理
し

、
理

論
的

に
ま

と
め

上
げ

、
そ

の
結

果
を

表
現

し
、

課
題

の
解

決
策

を
提

案
で

き
る

能
力

を
養

成
す

る
た

め
の

教
育

を
実

施
す

る
。

経
営

分
析

・
計

画
演

習

C
P 7

農
業

又
は

森
林

業
に

高
い

関
心

を
持

ち
、

農
業

又
は

森
林

業
の

課
題

解
決

や
持

続
可

能
な

地
域

の
発

展
に

貢
献

す
る

意
欲

が
あ

る
人

学
修

成
果

の
評

価
は

、
学

生
の

基
礎

的
・
基

本
的

な
知

識
に

加
え

、
技

能
習

熟
度

や
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

態
度

、
問

題
を

解
決

す
る

た
め

に
必

要
な

思
考

力
・
判

断
力

・
表

現
力

等
に

つ
い

て
、

試
験

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

、
発

表
、

レ
ポ

ー
ト

等
の

組
合

せ
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

し
て

行
う

。

D
P 4

持
続

可
能

な
地

域
づ

く
り

に
向

け
、

地
域

の
関

係
者

と
農

山
村

地
域

が
抱

え
る

諸
課

題
の

解
決

な
ど

に
つ

い
て

真
摯

に
議

論
を

交
わ

す
こ

と
が

で
き

る
。

C
P 4

持
続

可
能

な
地

域
づ

く
り

に
向

け
、

地
域

の
農

業
事

情
や

農
山

村
の

活
性

化
手

法
等

の
知

識
を

活
用

し
て

諸
課

題
を

抽
出

し
、

関
係

者
と

真
摯

に
議

論
を

交
わ

す
こ

と
が

で
き

る
能

力
を

養
成

す
る

た
め

の
教

育
を

実
施

す
る

。

地 域 課 題

解 決 能 力

東
北

の
稲

作
、

東
北

の
果

樹
、

東
北

の
野

菜
・
花

き
、

東
北

の
畜

産
、

農
山

村
活

性
化

論
、

農
山

村
活

性
化

論
演

習

多
様

性
を

認
め

、
他

者
と

協
働

し
て

行
動

し
、

課
題

に
対

し
て

主
体

的
に

取
り

組
む

努
力

が
で

き
る

人

我
が

国
は

も
と

よ
り

、
農

業
に

関
連

す
る

世
界

の
情

勢
を

見
据

え
て

農
業

を
実

践
し

て
い

く
基

礎
を

修
得

し
、

そ
の

上
に

、
農

業
の

経
営

管
理

に
関

す
る

知
識

や
技

術
を

有
し

て
い

る
。

C
P 3

農
業

の
経

営
管

理
に

関
す

る
基

本
的

な
知

識
及

び
国

際
的

な
農

業
政

策
や

農
業

事
情

な
ど

の
知

識
を

修
得

す
る

と
と

も
に

、
実

践
的

な
経

営
管

理
の

手
法

を
身

に
付

け
、

社
会

の
変

化
に

応
じ

て
農

業
経

営
を

発
展

さ
せ

る
た

め
に

必
要

な
能

力
を

養
成

す
る

た
め

の
教

育
を

実
施

す
る

。

経 営 全 般

東
北
農
林
専
門
職
大
学
農
業
経
営
学
科
の
養
成
す
る
人
材
像
、
デ
ィ
プ
ロ
マ
・ポ
リ
シ
ー
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・ポ
リ
シ
ー
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・ポ
リ
シ
ー
の
対
応
関
係

デ
ィ

プ
ロ

マ
・

ポ
リ

シ
ー

（
D
P
）

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー
（

Ｃ
Ｐ

）
科

目
名

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

ポ
リ

シ
ー
（

A
P
）

農
業

実
地

体
験

実
習

、
S

D
G

sと
農

業
・
森

林
業

、
農

業
政

策
、

農
業

経
済

学
、

臨
地

実
務

実
習

Ⅰ
、

Ⅱ
、

Ⅲ
、

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

、
国

際
農

業
論

、
農

業
知

的
財

産
論

、
組

織
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
論

、
税

制
・
簿

記
論

、
簿

記
各

論
、

農
業

生
産

工
程

・
食

品
衛

生
論

、
農

業
経

営
分

析
・
計

画

A
P 3

職 業 専 門 科 目

（
２

）
地

域
を

け
ん

引
で

き
る

人
材

　
専

門
分

野
に

留
ま

ら
な

い
知

識
・教

養
に

加
え

、
柔

軟
な

発
想

と
応

用
力

に
よ

っ
て

課
題

の
解

決
策

を
提

案
で

き
る

力
を

身
に

付
け

、
地

域
を

け
ん

引
で

き
る

素
養

を
身

に
付

け
た

人
材

を
育

成
す

る
。

展 開 科 目 総 合 科 目
A
P 5

（
１

）
国

際
情

勢
な

ど
時

代
の

変
化

に
対

応
し

た
経

営
戦

略
を

構
築

で
き

る
人

材

　
理

論
に

裏
付

け
ら

れ
た

生
産

技
術

を
身

に
付

け
、

時
代

の
変

化
に

対
応

し
た

先
端

的
な

生
産

技
術

を
取

り
入

れ
な

が
ら

農
林

業
経

営
を

実
践

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る

。
　

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
や

政
策

な
ど

の
知

見
や

国
内

外
へ

の
広

い
視

野
を

持
ち

、
グ

ロ
ー

バ
ル

に
物

事
を

考
え

、
加

工
・
販

売
な

ど
の

経
営

の
多

角
化

に
必

要
な

基
礎

的
な

知
識

を
身

に
付

け
た

人
材

を
育

成
す

る
。

基 礎 科 目

D
P 3

資
料
１
１

－設置等の趣旨（資料）－62－



養
成

す
る

人
材

像

D
P 1

東
北

・
山

形
の

地
域

性
に

つ
い

て
理

解
す

る
と

と
も

に
、

専
門

分
野

に
留

ま
ら

な
い

知
識

、
英

語
力

を
含

む
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

及
び

様
々

な
文

化
や

考
え

方
を

理
解

す
る

能
力

を
有

し
て

い
る

。

C
P 1

東
北

・
山

形
の

地
域

性
と

一
般

的
な

教
養

に
加

え
て

、
英

語
力

を
含

む
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

及
び

様
々

な
文

化
や

考
え

方
を

理
解

す
る

能
力

を
養

成
す

る
た

め
の

教
育

を
実

施
す

る
。

山
形

・
東

北
の

風
土

・
伝

統
文

化
、

哲
学

と
東

北
、

S
D

G
sと

倫
理

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

論
、

気
象

・
気

候
学

概
論

、
統

計
学

、
ビ

ジ
ネ

ス
英

語
Ⅰ

，
Ⅱ

、
ス

ポ
ー

ツ
、

情
報

活
用

、
政

治
学

概
論

、
社

会
学

概
論

、
法

律
学

概
論

、
経

済
学

入
門

A
P 1

高
等

学
校

で
習

得
す

べ
き

基
礎

学
力

を
身

に
付

け
て

い
る

人

D
P 2

森
林

資
源

の
生

産
管

理
に

関
す

る
知

識
や

技
術

を
有

し
て

い
る

。
C
P 2

森
林

資
源

の
生

産
管

理
に

関
し

て
、

理
論

に
裏

付
け

ら
れ

た
知

識
や

技
術

を
基

本
と

し
、

実
際

の
森

林
業

経
営

に
活

用
す

る
た

め
に

必
要

な
実

践
的

な
能

力
を

養
成

す
る

た
め

の
教

育
を

実
施

す
る

。

生 産 理 論

・ 技 術

森
林

土
壌

・
樹

木
学

、
造

林
学

、
森

林
生

産
学

、
森

林
労

働
安

全
衛

生
論

、
非

木
材

森
林

産
品

概
論

、
森

林
保

護
学

、
森

林
保

全
学

、
測

量
学

、
森

林
情

報
学

、
先

端
森

林
業

技
術

論
、

演
習

林
実

習
Ⅰ

、
Ⅱ

A
P 2

論
理

的
に

思
考

し
、

表
現

で
き

る
人

D
P 5

森
林

に
関

連
す

る
他

分
野

の
知

識
を

融
合

又
は

展
開

す
る

こ
と

に
よ

り
、

森
林

を
起

点
と

し
た

新
た

な
森

林
業

の
事

業
展

開
を

図
る

た
め

に
必

要
な

柔
軟

な
発

想
力

や
応

用
力

を
身

に
付

け
て

い
る

。

C
P 5

森
林

に
関

連
す

る
他

分
野

の
知

識
を

学
修

し
、

そ
の

知
識

を
融

合
又

は
展

開
す

る
こ

と
で

森
林

を
起

点
と

し
た

新
た

な
森

林
業

の
事

業
展

開
に

つ
な

げ
る

た
め

に
必

要
な

柔
軟

な
発

想
力

や
応

用
力

を
身

に
付

け
る

た
め

の
教

育
を

実
施

す
る

。

森
林

生
態

系
サ

ー
ビ

ス
保

全
利

用
論

、
森

林
生

態
系

サ
ー

ビ
ス

保
全

利
用

論
演

習
、

建
築

学
、

建
築

学
演

習
、

デ
ザ

イ
ン

論
、

デ
ザ

イ
ン

論
演

習
、

金
融

論
、

金
融

論
演

習
、

　
栄

養
学

、
栄

養
学

演
習

、
発

酵
学

・
醸

造
学

、
発

酵
学

・
醸

造
学

演
習

、
社

会
福

祉
論

、
社

会
福

祉
論

演
習

、
山

形
・
東

北
観

光
学

、
山

形
・
東

北
観

光
学

演
習

A
P 4

課
題

解
決

や
新

た
な

価
値

の
創

造
に

取
り

組
む

た
め

に
、

柔
軟

な
思

考
力

を
備

え
て

い
る

人

D
P 6

修
得

し
た

知
識

と
技

術
を

駆
使

し
て

森
林

業
経

営
の

課
題

解
決

に
必

要
な

情
報

を
収

集
・
分

析
・
整

理
す

る
と

と
も

に
、

分
析

・
整

理
し

た
結

果
を

表
現

し
、

課
題

の
解

決
策

を
提

案
で

き
る

能
力

を
有

し
て

い
る

。

C
P 6

基
礎

科
目

、
職

業
専

門
科

目
及

び
展

開
科

目
の

学
修

内
容

を
総

合
し

て
、

臨
地

実
務

実
習

先
等

の
森

林
業

経
営

の
課

題
解

決
に

必
要

な
情

報
を

収
集

・分
析

・
整

理
し

、
理

論
的

に
ま

と
め

上
げ

、
そ

の
結

果
を

表
現

し
、

課
題

の
解

決
策

を
提

案
で

き
る

能
力

を
養

成
す

る
た

め
の

教
育

を
実

施
す

る
。

経
営

分
析

・
計

画
演

習

C
P 7

農
業

又
は

森
林

業
に

高
い

関
心

を
持

ち
、

農
業

又
は

森
林

業
の

課
題

解
決

や
持

続
可

能
な

地
域

の
発

展
に

貢
献

す
る

意
欲

が
あ

る
人

学
修

成
果

の
評

価
は

、
学

生
の

基
礎

的
・
基

本
的

な
知

識
に

加
え

、
技

能
習

熟
度

や
主

体
的

に
学

習
に

取
り

組
む

態
度

、
問

題
を

解
決

す
る

た
め

に
必

要
な

思
考

力
・
判

断
力

・
表

現
力

等
に

つ
い

て
、

試
験

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

、
発

表
、

レ
ポ

ー
ト

等
の

組
合

せ
に

よ
り

総
合

的
に

判
断

し
て

行
う

。

D
P 4

持
続

可
能

な
地

域
づ

く
り

に
向

け
、

地
域

の
関

係
者

と
農

山
村

地
域

が
抱

え
る

諸
課

題
の

解
決

な
ど

に
つ

い
て

真
摯

に
議

論
を

交
わ

す
こ

と
が

で
き

る
。

C
P 4

持
続

可
能

な
地

域
づ

く
り

に
向

け
、

地
域

の
農

業
事

情
や

農
山

村
の

活
性

化
手

法
等

の
知

識
を

活
用

し
て

諸
課

題
を

抽
出

し
、

関
係

者
と

真
摯

に
議

論
を

交
わ

す
こ

と
が

で
き

る
能

力
を

養
成

す
る

た
め

の
教

育
を

実
施

す
る

。

地 域 課 題

解 決 能 力

東
北

の
森

林
資

源
管

理
、

東
北

の
森

林
資

源
利

活
用

、
農

山
村

活
性

化
論

、
農

山
村

活
性

化
論

演
習

多
様

性
を

認
め

、
他

者
と

協
働

し
て

行
動

し
、

課
題

に
対

し
て

主
体

的
に

取
り

組
む

努
力

が
で

き
る

人

我
が

国
は

も
と

よ
り

、
森

林
業

に
関

連
す

る
世

界
の

情
勢

を
見

据
え

て
森

林
業

を
実

践
し

て
い

く
基

礎
を

修
得

し
、

そ
の

上
に

、
森

林
業

の
経

営
管

理
に

関
す

る
知

識
や

技
術

を
有

し
て

い
る

。

C
P 3

森
林

業
の

経
営

管
理

に
関

す
る

基
本

的
な

知
識

及
び

国
際

的
な

森
林

業
政

策
や

森
林

業
事

情
な

ど
の

知
識

を
修

得
す

る
と

と
も

に
、

実
践

的
な

経
営

管
理

の
手

法
を

身
に

付
け

、
社

会
の

変
化

に
応

じ
て

森
林

業
経

営
を

発
展

さ
せ

る
た

め
に

必
要

な
能

力
を

養
成

す
る

た
め

の
教

育
を

実
施

す
る

。

経 営 全 般

東
北
農
林
専
門
職
大
学
森
林
業
経
営
学
科
の
養
成
す
る
人
材
像
、
デ
ィ
プ
ロ
マ
・ポ
リ
シ
ー
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・ポ
リ
シ
ー
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョン
・ポ
リ
シ
ー
の
対
応
関
係

デ
ィ

プ
ロ

マ
・

ポ
リ

シ
ー

（
D
P
）

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー
（

Ｃ
Ｐ

）
科

目
名

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

ポ
リ

シ
ー
（

A
P
）

森
林

業
実

地
体

験
実

習
、

S
D

G
sと

農
業

・
森

林
業

、
国

際
森

林
業

論
、

森
林

環
境

政
策

、
組

織
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
論

、
森

林
経

営
管

理
学

、
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

論
、

森
林

業
経

営
分

析
・
計

画
、

税
制

・
簿

記
論

、
簿

記
各

論
、

臨
地

実
務

実
習

Ⅰ
、

Ⅱ
、

Ⅲ
、

木
質

科
学

概
論

、
木

材
利

活
用

論
、

木
材

加
工

・
販

売
実

習
A
P 3

職 業 専 門 科 目

（
２

）
地

域
を

け
ん

引
で

き
る

人
材

　
専

門
分

野
に

留
ま

ら
な

い
知

識
・教

養
に
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【資料13】

近隣大学卒業者の産業別就職状況（農学部）（n=158）（令和３年３月）

出典：山形大学ホームページ

既存大学卒業生の進路状況（山形県）

進学, 24.1%

卸売業，小売業, 

15.8%

公務, 15.2%
製造業, 12.7%

農業，林業, 3.2%

その他, 29.0%

大卒者の産業別就職状況（農学部）
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山形大学農学部食料生命環境学科 アグリ サイエンスコースの教育課程 

 

１ 卒業までに修得すべき単位数 

 

 

 

 

 

 

２ 基盤共通教育科目 
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３ 専門教育科目 
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４ 基盤共通教育科目（２年次以降）及び専門教育課程表 
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１　総単位数

科目 １学年 ２学年 計

①一般教養科目 8 6 14

②農林業専門共通科目 14 21 35

③専攻科目 28 24 52

必修科目　計（①＋②＋③） 50 51 101

④専門科目（自由選択科目） 5 2 7

総履修科目合計（①＋②＋③＋④） 55 53 108

２　科目別の単位数

（１）一般教養科目

【１学年】 【２学年】

科目名 単位数 科目名 単位数

教養講座 講義 必修 1 英会話Ⅱ 講義 必修 2

英会話Ⅰ 講義 必修 2 暮らしと社会経済の動向 講義 必修 1

人間と社会 講義 必修 1 体育Ⅱ 演習 必修 2

体育Ⅰ 演習 必修 2 英語Ⅱ 講義

英語Ⅰ 講義 ビジネス基礎講座Ⅱ 講義

ビジネス基礎講座Ⅰ 講義 就農講座Ⅱ 講義

就農講座Ⅰ 講義 6

8

（２）農林業専門共通科目

【１学年】 【２学年】

科目名 単位数 科目名 単位数

農林業と経営管理基礎 講義 必修 1 財務管理 講義 必修 2

農林業生産概論 講義 必修 1 海外農林業 講義 必修 1

農業簿記Ⅰ 講義 必修 1 マーケティング実践 実習 必修 1

農業簿記Ⅱ 講義 必修 1 スマート農林業Ⅱ 演習 必修 1

スマート農林業Ⅰ 演習 必修 2 農林業への県民理解 講義 必修 1

農林業・環境・GAP講座 講義 必修 1 卒業論文 演習 必修 14

マーケティング基礎 講義 必修 1 特別講義Ⅱ（トップマネジメント講座） 講義 必修 1

６次産業化 演習 必修 1 21

卒業論文計画 演習 必修 4 応用英語Ⅱ 講義 1

特別講義Ⅰ（トップマネジメント講座） 講義 必修 1 農業機械実習Ⅱ 実習 1

14 2

応用英語Ⅰ 講義 1 23

販売管理 講義 2

毒物・劇物資格講座 講義 1

情報発信とネットビジネス 演習 1

5

19

（３）専攻科目

【１学年】 【１学年】

科目名 単位数 科目名 単位数

植物育種 講義 必修 1 環境保全と農業 講義 必修 1

水稲生理 講義 必修 1 作物総合防除 講義 必修 1

土壌肥料 講義 必修 2 稲作経営 講義 必修 2

作物病害虫防除 講義 必修 1 水稲栽培Ⅱ 講義 必修 2

水稲栽培Ⅰ 講義 必修 3 農業機械 講義 必修 1

畑作物栽培 講義 必修 1 機械操作整備演習 演習 必修 2

耕畜連携 講義 必修 1 稲作生産販売実習Ⅱ 実習 必修 15

農業機械実習Ⅰ 実習 必修 1 24

稲作生産販売実習Ⅰ 実習 必修 12

地域協働研究 実習 必修 1

先進農業者等体験学習 実習 必修 4

28

区分

計

区分

選択 1

区分

選択 2

必修科目　小計

区分

必修科目　小計

計

必修科目　小計

自由科目　小計

計

自由

区分

必修科目　小計

区分

自由科目　小計

自由

計

山形県立農林大学校「稲作経営学科」の教育課程 
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単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位 1 2 3 4 5 6

■地域等の特性（4単位）

●山形・東北の風土・伝統文化 2 ●哲学と東北 2 ○

■コミュニケーション能力（6単位）

(自)英語基礎 2 ●ビジネス英語Ⅰ 2 ●ビジネス英語Ⅱ 2 ○

●コミュニケーション論 2 ○

■一般教養（人間と自然・スポーツ・社会・情報）（10単位）

●スポーツ 1 ○

●SDGsと倫理 2 ○

●情報活用 1 ○

○気象・気候学概論 2 ○

○統計学 2 2単位を選択 ○

○政治学概論 2 ○

○社会学概論 2 ○

○法律学概論 2 ○

●経済学入門 2 ○

■生産技術・理論（30単位）

■経営全般（43単位）

●農業政策 2 ○ ○ ○

●税制・簿記論 1 ●簿記各論 1

(自)国際農業・森林業実習 2 (自)国際農業・森林業実習 2 ○ ○ ○

●農業生産工程・食品衛生論 2 ●農業知的財産論 ○ ○ ○

■地域課題解決能力（6単位）

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

■応用的・創造的能力（24単位）

●食品製造・販売 2 2 ○

○

■総合的能力（4単位）

4 ○

卒業単位：127単位

【凡例】

「教育課程」欄 「ディブロマ・ポリシーとの対応」欄

　●　：必修科目 　○　：関連する科目

　○　：選択科目

  (自) ：自由科目

●SDGsと農業・森林業

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

●組織マネジメント論 2

○

2 ●農業経済学 2 ●農業経営分析・計画 2

8 8

●国際農業論 どちらか１つの履修時期を選択

○東北の稲作

○東北の果樹

○東北の野菜・花き

●農山村活性化論

●農山村活性化論演習

○○ ○

○ ○ ○

●臨地実務実習Ⅰ（生産管理等） ●臨地実務実習Ⅱ（経営管理等）●農業実地体験実習 1 ●臨地実務実習Ⅲ（経営総合） 8

●食品製造・販売実習

2単位を選択

1

○東北の畜産

○ ○○

○

●マーケティング論

8

○圃場実習Ⅱ（野菜・花き）

○圃場実習Ⅱ（畜産）

8○圃場実習Ⅱ（果樹）

8

●圃場実習Ⅰ

2

●先端農業技術論1

2単位を選択

●農業概論

○家畜衛生学

2単位を選択

○

○

○

○

○

○

○

前期

【ディプロマ・ポリシーに掲げる資質・能力】
（１）東北・山形の地域性について理解するとともに、専門分野に留まらない知識、英語力を含むコミュニケーション能力及び様々な文化や考え方を理解する能力を有している。
（２）農業の生産管理に関する知識や技術を有している。
（３）我が国はもとより、農業に関連する世界の情勢を見据えて農業を実践していく基礎を修得し、その上に、農業の経営管理に関する知識や技術を有している。
（４）持続可能な地域づくりに向け、地域の関係者と農山村地域が抱える諸課題の解決などについて真摯に議論を交わすことができる。
（５）農業に関連する他分野の知識を融合又は展開することにより、農業を起点とした新たな事業展開を図るために必要な柔軟な発想力や応用力を身に付けている。
（６）修得した知識と技術を駆使して農業経営の課題解決に必要な情報を収集・分析・整理するとともに、分析・整理した結果を表現し、課題の解決策を提案できる能力を有している。

教育課程
ディブロマ・ポリシーとの対応

【養成する人材像】
（１）国際情勢など時代の変化に対応した経営戦略を構築できる人材
　　理論に裏付けられた生産技術を身に付け、時代の変化に対応した先端的な生産技術を取り入れながら農林業経営を実践できる人材を育成する。
　　マーケティングや政策などの知見や国内外への広い視野を持ち、グローバルに物事を考え、加工・販売などの経営の多角化に必要な基礎的な知識を身に付けた人材を育成する。
（２）地域をけん引できる人材
　　　専門分野に留まらない知識・教養に加え、柔軟な発想と応用力によって課題の解決策を提案できる力を身に付け、地域をけん引できる素養を身に付けた人材を育成する。

2

8 8

●土壌・肥料学 2

●耕畜連携論 1

4 ●農業概論演習

○栽培各論（稲作）

2単位を選択

○栽培各論（果樹）

総合科目
(4単位)

●経営分析・計画演習

展開
科目

(24単位)

職業
専門
科目

(79単位)

2

○栽培各論（野菜・花き）

○飼育各論（畜産）

2

8単位を選択

2

○圃場実習Ⅱ（稲作）

2

2
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基礎
科目

(20単位)

○植物保護学

2

農業経営学科の「カリキュラム・マップ」とディプロマ・ポリシーとの関連

１年 ２年 ３年 ４年科目

後期 後期前期前期 後期 前期 後期

講義（必修：２年後期、選択：1～4年前期）：２単位、演習（1～4年後期）：２単位、実習（３年通年）：２単位 ※講義12単位と演習・実習12単位を選択

○デザイン論
（偶数年度開講）

○デザイン論演習

（偶数年度開講）
○金融論

（奇数年度開講）

○金融論演習
（奇数年度開講）

○発酵学・醸造学

（偶数年度開講）

○発酵学・醸造学演習

（偶数年度開講）
○建築学

（奇数年度開講）

○建築学演習
（奇数年度開講）

○社会福祉論
（偶数年度開講）

○社会福祉論
演習

（偶数年度開講）

○栄養学
（奇数年度開講）

○栄養学演習
（奇数年度開講）

○山形・東北

観光学

（奇数年度開講）

○山形・東北

観光学演習

（奇数年度開講）
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単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位 1 2 3 4 5 6

■地域等の特性（4単位）

●山形・東北の風土・伝統文化 2 ●哲学と東北 2 ○

■コミュニケーション能力（6単位）

(自)英語基礎 2 ●ビジネス英語Ⅰ 2 ●ビジネス英語Ⅱ 2 ○

●コミュニケーション論 2 ○

■一般教養（人間と自然・スポーツ・社会・情報）（10単位）

●スポーツ 1 ○

●SDGsと倫理 2 ○

●情報活用 1 ○

○気象・気候学概論 2 ○

○統計学 2 2単位を選択 ○

○政治学概論 2 ○

○社会学概論 2 ○

○法律学概論 2 ○

●経済学入門 2 ○

■生産技術・理論（32単位）

■経営全般（46単位）

●森林環境政策 2 ○ ○ ○

●税制・簿記論 1 ●簿記各論 1 ○ ○ ○

●国際森林業論 1 ○ ○ ○

(自)国際農業・森林業実習 2 (自)国際農業・森林業実習 2 ○ ○ ○

●木質科学概論 2 ●木材利活用論 2 ○ ○ ○

■地域課題解決能力（6単位）

2 ○ ○

2 ○ ○

○ ○

○ ○

■応用的・創造的能力（24単位）

●森林生態系サービス保全利用論 ●森林生態系サービス保全利用論演習 ○

○

■総合的能力（4単位）

4 ○

卒業単位：132単位

【凡例】

「教育課程」欄 「ディブロマ・ポリシーとの対応」欄

　●　：必修科目 　○　：関連する科目

　○　：選択科目

  (自) ：自由科目
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後期

基礎
科目

(20単位)
2単位を選択

森林業経営学科の「カリ キュラム・マップ」とディプロマ・ポリシーとの関連

科目 １年 ２年 ３年 ４年

後期前期 後期

【ディプロマ・ポリシーに掲げる資質・能力】
（１）東北・山形の地域性について理解するとともに、専門分野に留まらない知識、英語力を含むコミュニケーション能力及び様々な文化や考え方を理解する能力を有している。
（２）森林資源の生産管理に関する知識や技術を有している。
（３）我が国はもとより、森林業に関連する世界の情勢を見据えて森林業を実践していく基礎を修得し、その上に、森林業の経営管理に関する知識や技術を有している。
（４）持続可能な地域づくりに向け、地域の関係者と農山村地域が抱える諸課題の解決などについて真摯に議論を交わすことができる。
（５）森林業に関連する他分野の知識を融合又は展開することにより、森林を起点とした新たな森林業の事業展開を図るために必要な柔軟な発想力や応用力を身に付けている。
（６）修得した知識と技術を駆使して森林業経営の課題解決に必要な情報を収集・分析・整理するとともに、分析・整理した結果を表現し、課題の解決策を提案できる能力を有している。

教育課程
ディブロマ・ポリシーとの対応

【養成する人材像】
（１）国際情勢など時代の変化に対応した経営戦略を構築できる人材
　　理論に裏付けられた生産技術を身に付け、時代の変化に対応した先端的な生産技術を取り入れながら農林業経営を実践できる人材を育成する。
　　マーケティングや政策などの知見や国内外への広い視野を持ち、グローバルに物事を考え、加工・販売などの経営の多角化に必要な基礎的な知識を身に付けた人材を育成する。
（２）地域をけん引できる人材
　　　専門分野に留まらない知識・教養に加え、柔軟な発想と応用力によって課題の解決策を提案できる力を身に付け、地域をけん引できる素養を身に付けた人材を育成する。

職業
専門
科目

(84単位)

●森林土壌・樹木学 2 ●非木材森林産品概論 1

●演習林実習Ⅰ 8

前期

●森林生産学 2 ●森林保全学 2

●演習林実習Ⅱ 8

●森林業実地体験実習 1 ●臨地実務実習Ⅰ（生産管理等） 8 ●臨地実務実習Ⅱ（経営管理等） 8

前期 後期 前期

●造林学 2 ●森林保護学 2

○

○

●森林情報学 1

●測量学 2 ●先端森林業技術論 1 ○

○

○

○ ○ ○●組織マネジメント論 2 2●マーケティング論

2 ●森林経営管理学 2 ●森林業経営分析・計画 2 ○○ ○

●森林労働安全衛生論 1

●SDGsと農業・森林業

展開
科目

(24単位)

総合科目
(4単位) ●経営分析・計画演習

講義：2単位、演習：1単位、計3単位を選択

●木材加工・販売実習

○ ○ ○●臨地実務実習Ⅲ（経営総合）

●農山村活性化論

●農山村活性化論演習2単位を選択

○東北の森林資源管理

○東北の森林資源利活用

8

どちらか１つの履修時期を選択

講義（必修：２年前期、選択：1～4年前期）：２単位、演習（必修：２年後期、選択：1～4年後期）：２単位 ※講義12単位と演習・実習12単位を選択

○デザイン論
（偶数年度開講）

○デザイン論演習

（偶数年度開講）
○金融論

（奇数年度開講）

○金融論演習
（奇数年度開講）

○発酵学・醸造学

（偶数年度開講）

○発酵学・醸造学演

習

（偶数年度開講）

○建築学
（奇数年度開講）

○建築学演習
（奇数年度開講）

○社会福祉論
（偶数年度開講）

○社会福祉論
演習

（偶数年度開講）

○栄養学
（奇数年度開講）

○栄養学演習
（奇数年度開講）

○山形・東北

観光学

（奇数年度開講）

○山形・東北

観光学演習

（奇数年度開講）

－設置等の趣旨（資料）－72－



「経営分析・計画演習」(卒業研究)の実施計画 

 

１ 全体スケジュール 

時期 項目 内容 

３年次 

11 月～ 

指導教員の選定 それまでの臨地実務実習での取組状況から、学生
が演習テーマとして取り組みたい内容を考慮し、
指導教員を決定する。 

３年次 

12 月～３月 

テーマ及び内容の協

議・決定 

学生、指導教員及び４年次の臨地実務実習候先補
の３者で協議し、３月までに演習テーマ及び内容
を決定する。 

４年次７月 中間発表会の開催 学生及び指導教員に向けて、前期で取り組んだ演
習結果を発表する。 

４年次 12 月 臨地実務実習Ⅲ報告

会の開催 

臨地実務実習指導者及び指導教員に向けて、経営
計画・戦略を発表する（臨地実務実習Ⅲの報告会
として開催）。 

４年次 12 月 卒業論文発表会の開

催 

学生及び指導教員に向けて、演習結果を取りまと
めた経営計画・戦略（卒業論文）を発表する。 

４年次 1 月 卒業論文の提出 「経営計画発表会」及び「卒業論文発表会」での
議論等を踏まえた修正を行い、卒業論文を提出す
る。 

 

２ 指導体制と演習内容 

  学外実習運営委員会において学生ごとに指名される指導教員チームが中心となって

経営計画・分析演習の指導にあたる。 

  農業経営学科にあっては、４年次の臨地実務実習先における生産技術又は農業経営

を題材として、それらの改善・解決、もしくは新規提案による経営戦略の展開方向に

ついて分析・考察し、今後の経営計画等を作成する。 

  森林業経営学科にあっては、４年次の臨地実務実習先における経営や事業内容を題

材として、森林資源の管理や森林資源の利活用に関する実践的課題について分析・考

察し、持続的な森林資源の管理や森林資源の利活用に向けた計画等を作成する。 

 

３ 成績評価方法 

・基準 

（１）臨地実務実習先等の技術もしく経営上の課題について説明できる。 

（２）臨地実務実習先等の技術もしく経営上の課題を把握して討議することができる。 

（３）卒業論文を作成していくための手法や表現方法を披露することができる。 

・方法 

指導教員が卒業論文作成（80％）、研究発表（20％）として上記の習熟度を評価する。 

資料 17 
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「農山村活性化論演習」におけるフィールドワークの実施時期及び方法、評価方法 
 

１ フィールドワークの実施時期 

  「農山村活性化論演習」では、第１～３回をガイダンスや事前準備、第 4 回以降を
フィールドワークとしている。このため、４月から６月上旬までに第１～３回を行い、
６月中旬からフィールドワークを開始する。 

  実施地域住民の負担を考慮して、フィールドワークは６月から１２月までの期間で
１か月最大でも２回までの実施とする。 

 
２ 班体制、引率教員と移動方法 

  農業経営学科は８名×４班体制で、森林業経営学科は８名×１班体制で実施する。
各班に１名以上の教員により引率し、移動は専門職大学が所有する公用車（１０人乗
り×２台、５人乗り×４台）を用いる。 

 
３ フィールドワークを行う地域の選定方法 

  フィールドワークは、キャンパスからの移動距離を考慮して、山形県最上総合支庁
管内（新庄市、金山町、最上町、舟形町、真室川町、大蔵村、鮭川村、戸沢村）もしく
は隣接する山形県村山総合支庁北村山振興局管内（村山市、東根市、尾花沢市、大石
田町）での実施を基本とする。なお、当該管内のみでフィールドワークを実施できる
地域が確保できない場合は、隣接する山形県庄内総合支庁管内及び山形県村山総合支
庁管内も含めて選定する。 

  担当教員は、４月から６月までの期間で、山形県各総合支庁と連携して、農山村地
域等で地域の活性化や課題解決に向けた取組みを希望する地域を中心に選定する。 

 
４ 成績評価方法 

・基準 
（１）地域の課題について説明できる。 
（２）地域の課題を把握して討議することができる。 
（３）地域での討議の内容を表現することができる。 
・方法 

レポート作成（70％）、小テスト（20％）、履修態度（10％） 
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菜
及

び
花

き
を

主
体

と
す

る
経

営
）

【
凡

例
】
●

：
必

修
科

目
、

○
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●
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形
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の
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土
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●
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Ⅰ
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Ⅱ
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○
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概
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概
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簿

記
論

1
●

簿
記

各
論

1

1
8

8
8

●
国

際
農

業
論

1

(自
)国

際
農

業
・
森

林
業

実
習
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論
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４
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Ⅰ
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Ⅱ
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菜
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携
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概
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習
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Ⅰ
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Ⅲ
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論

●
農

山
村

活
性

化
論

演
習

6

○
金

融
論

○
金

融
論

演
習

○
発

酵
学

・
醸

造
学

○
発

酵
学

・醸
造

学
演

習

○
社

会
福

祉
論

○
社

会
福

祉
論

演
習

○
山

形
・東

北
観

光
学

○
山

形
・東

北
観

光
学

演
習

○
デ

ザ
イ

ン
論

○
デ

ザ
イ

ン
論

演
習

－設置等の趣旨（資料）－77－



資
料

19
-
4

【履
修

モ
デ

ル
】農

業
経

営
学

科
（
畜

産
を

主
体

と
す

る
経

営
）

【
凡

例
】
●

：必
修

科
目

、
○

：
選

択
科

目
、

（自
）
：
自

由
科

目

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

■
地

域
等

の
特

性
●

山
形

・
東

北
の

風
土

・伝
統

文
化

2
●

哲
学

と
東

北
2

■
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

(自
)英

語
基

礎
(2

)
●

ビ
ジ

ネ
ス

英
語

Ⅰ
2

●
ビ

ジ
ネ

ス
英

語
Ⅱ

2

●
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

論
2

■
一

般
教

養
（人

間
と

自
然

・ス
ポ

ー
ツ

・社
会

・
情

報
）

●
ス

ポ
ー

ツ
1

●
S
D

G
sと

倫
理

2
●

情
報

活
用

1

○
統

計
学

2
○

法
律

学
概

論
2

●
経

済
学

入
門

2

■
生

産
理

論
・技

術

2

8
8

■
経

営
全

般

●
農

業
政

策
2

●
組

織
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
論

2
●

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

2

●
税

制
・簿

記
論

1
●

簿
記

各
論

1

1
8

8
8

●
国

際
農

業
論

1

(自
)国

際
農

業
・
森

林
業

実
習

(2
)

●
農

業
生

産
工

程
・食

品
衛

生
論

2
●

農
業

知
的

財
産

論
1

■
地

域
課

題
解

決
能

力

2
2 2

■
応

用
的

・
創

造
的

能
力

2
2

●
食

品
製

造
・販

売
2

2
2

2

2
2

2
2

2
2

■
総

合
的

能
力

4

セ
メ

ス
タ

ー
別

単
位

数
12

7

●
耕

畜
連

携
論

1
○

家
畜

衛
生

学

●
圃

場
実

習
Ⅰ

○
圃

場
実

習
Ⅱ

（畜
産

）

2

○
飼

育
各

論
（畜

産
）

基
礎

科
目

(2
0単

位
)

4 6 10

後
期

科
目

教
育

課
程

科
目

区
分

別
単

位
数

１
年

２
年

３
年

４
年

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

●
土

壌
・肥

料
学

2

2
●

農
業

概
論

4
●

農
業

概
論

演
習

●
農

山
村

活
性

化
論

演
習

630

●
臨

地
実

務
実

習
Ⅲ

（経
営

総
合

）

43

2
●

農
業

経
営

分
析

・
計

画
2

●
先

端
農

業
技

術
論

1

○
東

北
の

畜
産

●
農

山
村

活
性

化
論

総
合

科
目

(4
単

位
)

4
●

経
営

分
析

・計
画

演
習

職
業

専
門

科
目

(7
9単

位
)

●
食

品
製

造
・販

売
実

習

●
農

業
実

地
体

験
実

習

展
開

科
目

(2
4単

位
)

24

●
臨

地
実

務
実

習
Ⅰ

（生
産

管
理

等
）

●
臨

地
実

務
実

習
Ⅱ

（経
営

管
理

等
）

●
S
D

G
sと

農
業

・
森

林
業

2
●
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●
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記
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1
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解
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的
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造
的

能
力

●
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林
生
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系
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ー
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ス
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全
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論
2
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生
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ー

ビ
ス

保
全
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用
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習
2

2
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2
2

2
2
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総
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的

能
力

4

セ
メ
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単
位

数
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目

区
分
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単

位
数
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期

●
臨

地
実

務
実

習
Ⅰ
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生

産
管

理
等
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8

●
演

習
林

実
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Ⅰ

●
森

林
生

産
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2

2

●
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林
経

営
管
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業
経
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2

●
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習
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実
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Ⅱ

2

1
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6

●
臨

地
実

務
実
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Ⅱ
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管
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森
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論
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●

森
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4
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概
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習
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習
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Ⅲ

（
経

営
総

合
）

8

2

科
目

教
育

課
程

１
年

２
年

３
年

４
年

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

基
礎

科
目

(2
0単

位
)

●
木

質
科

学
概
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習
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期

後
期

科
目

教
育

課
程

科
目

区
分

別
単

位
数

１
年

２
年

３
年

４
年

前
期

後
期

1

●
造

林
学

2
●

森
林

保
護

学

●
森

林
労

働
安

全
衛

生
論

1

●
演

習
林

実
習

Ⅰ

2

●
森

林
生

産
学

2
●

森
林

保
全

学
2

●
国

際
森

林
業

論

●
測

量
学

2

●
森

林
情

報
学

1
●

先
端

森
林

業
技

術
論

1

●
S
D

G
sと

農
業

・
森

林
業

2
●

森
林

経
営

管
理

学
2

●
森

林
業

経
営

分
析

・
計

画
2

6

展
開

科
目

(2
4単

位
)

2
4

●
木

質
科

学
概

論
2

●
木

材
利

活
用

論
2

●
木

材
加

工
・
販

売
実

習
2

2

職
業

専
門

科
目

(8
4単

位
)

3
2

●
森

林
土

壌
・樹

木
学

2
●

非
木

材
森

林
産

品
概

論

●
森

林
業

実
地

体
験

実
習

1

●
演

習
林

実
習

Ⅱ

●
臨

地
実

務
実

習
Ⅲ

（
経

営
総

合
）

8

4
6

○
東

北
の

森
林

資
源

利
活

用
●

農
山

村
活

性
化

論

●
農

山
村

活
性

化
論

演
習

●
臨

地
実

務
実

習
Ⅰ

（
生

産
管

理
等

）
8

●
臨

地
実

務
実

習
Ⅱ

（
経

営
管

理
等

）
8

総
合

科
目

(4
単

位
)

1

4
●

経
営

分
析

・計
画

演
習

1
6
.5

15
.5

23
2
1

17
1
4

1
3

12

○
金

融
論

○
金

融
論

演
習

○
建

築
学

○
建

築
学

演
習

○
山

形
・東

北
観

光
学

○
山

形
・東

北
観

光
学

演
習

○
デ

ザ
イ

ン
論

○
デ

ザ
イ

ン
論

演
習

○
発

酵
学

・
醸

造
学

○
発

酵
学

・醸
造

学
演

習

－設置等の趣旨（資料）－80－



山形・東北の風土・伝統文化 2 １前
哲学と東北 2 ３前
コミュニケーション論 2 １前

英語Ⅰ 2 ○
英語Ⅱ 1 ○
応用英語Ⅰ 1 ○
英会話Ⅰ 2 ○
英会話Ⅱ 2 ○
応用英語Ⅱ 1 ○
体育Ⅰ 2 ○
体育Ⅱ 2 ○

SDGsと倫理 2 １後
気象・気候学概論
統計学
情報活用 1 ２前
政治学概論
社会学概論
法律学概論
経済学入門 2 ２後

16 4 小　計 13 5
土壌・肥料学 2 １前 土壌肥料 2 ○ 2

植物育種 1 ○
水稲生理 1 ○
水稲栽培Ⅰ 3 ○
畑作物栽培 1 ○
水稲栽培Ⅱ 2 ○

耕畜連携論 1 １前 耕畜連携 1 ○ 1
農林業生産概論 1 ○
植物育種 1 ○
水稲生理 1 ○
水稲栽培Ⅰ 3 ○
畑作物栽培 1 ○
水稲栽培Ⅱ 2 ○
作物病害虫防除 1 ○
作物総合防除 1 ○

家畜衛生学
稲作生産販売実習Ⅰ 12 ○
農業機械実習Ⅰ 1 ○
農業機械実習Ⅱ 1 ○
スマート農林業Ⅰ 2 ○
スマート農林業Ⅱ 1 ○
植物育種 1 ○
水稲生理 1 ○
水稲栽培Ⅰ 3 ○
畑作物栽培 1 ○
水稲栽培Ⅱ 2 ○

栽培各論（果樹）
栽培各論（野菜・花き）
飼育各論（畜産）
圃場実習Ⅱ（稲作） 稲作生産販売実習Ⅱ 15 ○ 8
圃場実習Ⅱ（果樹）
圃場実習Ⅱ（野菜・花き）
圃場実習Ⅱ（畜産）
農業実地体験実習 1 １通 先進農業者等体験学習 4 ○ 1

農林業生産概論 1 ○
農林業・環境・GAP講座 1 ○
農林業への県民理解 1 ○
環境保全と農業 1 ○

国際農業論 1 ２後 海外農林業 1 ○ 1
稲作生産販売実習Ⅰ 12 ○
稲作生産販売実習Ⅱ 15 ○
先進農業者等体験学習 4 ○

農業政策 2 ３前
組織マネジメント論 2 ３前
農業経済学 2 ３前
農業知的財産論 1 ３前

マーケティング基礎 1 ○
マーケティング実践 1 ○
販売管理 2 ○

農業経営分析・計画 2 ３後
農業簿記Ⅰ 1 ○
農業簿記Ⅱ 1 ○

臨地実務実習Ⅱ(経営管理等) 8 ３通
農業簿記Ⅱ 1 ○
財務管理 2 ○

臨地実務実習Ⅲ(経営総合) 8 ４通
水稲栽培Ⅰ 3 ○
稲作経営 2 ○

東北の果樹
東北の野菜・花き
東北の畜産
農山村活性化論 2 ３通
農山村活性化論演習 2 ３通

65 14 小　計 116 50
食品製造・販売 2 ２後
食品製造・販売実習 2 ３通
デザイン論 1・2・3・4前

金融論 1・2・3・4前

発酵学・醸造学 1・2・3・4前

建築学 1・2・3・4前

社会福祉論 1・2・3・4前

栄養学 1・2・3・4前

山形・東北観光学 1・2・3・4前

デザイン論演習 1・2・3・4後

金融論演習 1・2・3・4後

発酵学・醸造学演習 1・2・3・4後

建築学演習 1・2・3・4後

社会福祉論演習 1・2・3・4後

栄養学演習 1・2・3・4後

山形・東北観光学演習 1・2・3・4後

4 20 小　計 0 0
総合的能力 経営分析・計画演習 4 ４通

4 0 小　計 0 0

89 38 合　計 129 55

基
礎
科
目

地域等の特
性

2

小　計

一般教養
（人間と自
然・スポー
ツ・社会・情
報）

ビジネス英語Ⅰ 2コミュニ
ケーション
能力

ビジネス英語Ⅱ 2

スポーツ 1

2

資料20-1

認定

必修 選択
読替え
の可否

認定
単位数

科目区分 授業科目の名称
単位数

配当
年次

授業科目の名称
単
位
数

山形県立農林大学校「稲作経営学科」における単位認定読替表

東北農林専門職大学 山形県立農林大学校
農林業経営学部　農業経営学科 養成部　稲作経営学科

4

１後

2

1

３後 1

４前

１後

1

2

１通 8

2

8

2

２通

２後

２通

2

税制・簿記論

農業生産工程・食品衛生論 2 ２前 2

１後 2

２前 2

１後

１前 1

２前

２通

8 ２通

２後

2

植物保護学 2

１前

2 ３後

総合
科目 小　計

合　計
127

小　計

職
業
専
門
科
目

生産理論・
技術

農業概論 4

農業概論演習 2

2

簿記各論 1

SDGsと農業・森林業 2

圃場実習Ⅰ 8

展
開
科
目

応用的・創
造的能力

10

10

先端農業技術論 1

地域課題解
決能力

東北の稲作

2

小　計

1

臨地実務実習Ⅰ(生産管理等) 8

経営全般

栽培各論（稲作）

マーケティング論

－設置等の趣旨（資料）－81－



山形・東北の風土・伝統文化 2 １前
哲学と東北 2 ３前
コミュニケーション論 2 １前

英語Ⅰ 2 ○
英語Ⅱ 1 ○
応用英語Ⅰ 1 ○
英会話Ⅰ 2 ○
英会話Ⅱ 2 ○
応用英語Ⅱ 1 ○
体育Ⅰ 2 ○
体育Ⅱ 2 ○

SDGsと倫理 2 １後
気象・気候学概論
統計学
情報活用 1 ２前
政治学概論
社会学概論
法律学概論
経済学入門 2 ２後

16 4 小　計 13 5
土壌・肥料学 2 １前 土壌肥料 2 ○ 2

植物育種 1 ○
果樹作物生理 1 ○
果樹栽培Ⅰ 4 ○
果樹先進技術論 2 ○
果樹栽培Ⅱ 4 ○
園芸施設利用 1 ○

耕畜連携論 1 １前
農林業生産概論 1 ○
植物育種 1 ○
果樹作物生理 1 ○
果樹栽培Ⅰ 4 ○
果樹先進技術論 2 ○
果樹栽培Ⅱ 4 ○
園芸施設利用 1 ○
作物病害虫防除 1 ○
果樹病害虫 1 ○

家畜衛生学
果樹生産販売実習Ⅰ 11 ○
農業機械実習Ⅰ 1 ○
農業機械実習Ⅱ 1 ○
スマート農林業Ⅰ 2 ○
スマート農林業Ⅱ 1 ○

栽培各論（稲作）
植物育種 1 ○
果樹作物生理 1 ○
果樹栽培Ⅰ 4 ○
果樹先端技術論 2 ○
温暖化対応果樹栽培技術論 1 ○
果樹栽培Ⅱ 4 ○
園芸施設利用 1 ○

栽培各論（野菜・花き）
飼育各論（畜産）
圃場実習Ⅱ（稲作）
圃場実習Ⅱ（果樹） 果樹生産販売実習Ⅱ 14 ○ 8
圃場実習Ⅱ（野菜・花き）
圃場実習Ⅱ（畜産）
農業実地体験実習 1 １通 先進農業者等体験学習 4 ○ 1

農林業生産概論 1 ○
農林業・環境・GAP講座 1 ○
農林業への県民理解 1 ○
環境保全と農業 1 ○

国際農業論 1 ２後 海外農林業 1 ○ 1
果樹生産販売実習Ⅰ 11 ○
果樹生産販売実習Ⅱ 14 ○
先進農業者等体験学習 4 ○

農業政策 2 ３前
組織マネジメント論 2 ３前
農業経済学 2 ３前
農業知的財産論 1 ３前

マーケティング基礎 1 ○
マーケティング実践 1 ○
販売管理 2 ○

農業経営分析・計画 2 ３後
農業簿記Ⅰ 1 ○
農業簿記Ⅱ 1 ○

臨地実務実習Ⅱ(経営管理等) 8 ３通
農業簿記Ⅱ 1 ○
財務管理 2 ○

臨地実務実習Ⅲ(経営総合) 8 ４通
東北の稲作

果樹マーケティング演習Ⅰ 2 ○
果樹栽培Ⅱ 4 ○
果樹マーケティング演習Ⅱ 1 ○

東北の野菜・花き
東北の畜産
農山村活性化論 2 ３通
農山村活性化論演習 2 ３通

65 14 小　計 129 49
食品製造・販売 2 ２後
食品製造・販売実習 2 ３通
デザイン論 1・2・3・4前

金融論 1・2・3・4前

発酵学・醸造学 1・2・3・4前

建築学 1・2・3・4前

社会福祉論 1・2・3・4前

栄養学 1・2・3・4前

山形・東北観光学 1・2・3・4前

デザイン論演習 1・2・3・4後

金融論演習 1・2・3・4後

発酵学・醸造学演習 1・2・3・4後

建築学演習 1・2・3・4後

社会福祉論演習 1・2・3・4後

栄養学演習 1・2・3・4後

山形・東北観光学演習 1・2・3・4後

4 20 小　計 0 0
総合的能力 経営分析・計画演習 4 ４通

4 0 小　計 0 0

89 38 合　計 142 54

2

ビジネス英語Ⅱ 2 ２前 2

圃場実習Ⅰ 8 １通 8

資料20-2

農業概論

１後 2

2

4 １前 4

山形県立農林大学校「果樹経営学科」における単位認定読替表

東北農林専門職大学 山形県立農林大学校
農林業経営学部　農業経営学科 養成部　果樹経営学科

認定
読替え
の可否

認定
単位数

1

2

単
位
数

必修 選択

２前

配当
年次

基
礎
科
目

地域課題解
決能力

小　計

農業概論演習 2

マーケティング論 2

税制・簿記論 1

職
業
専
門
科
目

生産理論・
技術

経営全般

２後

２前2

授業科目の名称

３後

一般教養
（人間と自
然・スポー
ツ・社会・情
報）

スポーツ 1 １前

2 １後

地域等の特
性

小　計

2 ２通

コミュニ
ケーション
能力

ビジネス英語Ⅰ 2 １後

科目区分 授業科目の名称
単位数

小　計
総合
科目 小　計

1

農業生産工程・食品衛生論

東北の果樹

簿記各論 1

栽培各論（果樹）

2

1 ２後

2

SDGsと農業・森林業 2

展
開
科
目

応用的・創
造的能力

10

10

2

2

127

植物保護学

8 ２通

2 ２通
2

４前 1

３後 1

合　計

臨地実務実習Ⅰ(生産管理等) 8 ２通 8

2 １後

先端農業技術論

－設置等の趣旨（資料）－82－



山形・東北の風土・伝統文化 2 １前
哲学と東北 2 ３前
コミュニケーション論 2 １前

英語Ⅰ 2 ○
英語Ⅱ 1 ○
応用英語Ⅰ 1 ○
英会話Ⅰ 2 ○
英会話Ⅱ 2 ○
応用英語Ⅱ 1 ○
体育Ⅰ 2 ○
体育Ⅱ 2 ○

SDGsと倫理 2 １後
気象・気候学概論
統計学
情報活用 1 ２前
政治学概論
社会学概論
法律学概論
経済学入門 2 ２後

16 4 小　計 13 5
土壌・肥料学 2 １前 土壌肥料 2 ○ 2

植物育種 1 ○
野菜作物生理 1 ○
野菜栽培Ⅰ 4 ○
野菜先進技術論 3 ○
野菜栽培Ⅱ 4 ○
園芸施設利用 1 ○

耕畜連携論 1 １前
農林業生産概論 1 ○
植物育種 1 ○
野菜作物生理 1 ○
野菜栽培Ⅰ 4 ○
野菜先進技術論 3 ○
野菜栽培Ⅱ 4 ○
園芸施設利用 1 ○
作物病害虫防除 1 ○
野菜病害虫 1 ○

家畜衛生学
野菜生産販売実習Ⅰ 10 ○
農業機械実習Ⅰ 1 ○
農業機械実習Ⅱ 1 ○
スマート農林業Ⅰ 2 ○
スマート農林業Ⅱ 1 ○

栽培各論（稲作）
栽培各論（果樹）

植物育種 1 ○
野菜作物生理 1 ○
野菜栽培Ⅰ 4 ○
野菜先端技術論 3 ○
野菜栽培Ⅱ 4 ○
園芸施設利用 1 ○

飼育各論（畜産）
圃場実習Ⅱ（稲作）
圃場実習Ⅱ（果樹）
圃場実習Ⅱ（野菜・花き） 野菜生産販売実習Ⅱ 13 ○ 8
圃場実習Ⅱ（畜産）
農業実地体験実習 1 １通 先進農業者等体験学習 4 ○ 1

農林業生産概論 1 ○
農林業・環境・GAP講座 1 ○
農林業への県民理解 1 ○
環境保全と農業 1 ○

国際農業論 1 ２後 海外農林業 1 ○ 1
野菜生産販売実習Ⅰ 10 ○
野菜生産販売実習Ⅱ 13 ○
先進農業者等体験学習 4 ○

農業政策 2 ３前
組織マネジメント論 2 ３前
農業経済学 2 ３前
農業知的財産論 1 ３前

マーケティング基礎 1 ○
マーケティング実践 1 ○
販売管理 2 ○

農業経営分析・計画 2 ３後
農業簿記Ⅰ 1 ○
農業簿記Ⅱ 1 ○

臨地実務実習Ⅱ(経営管理等) 8 ３通
農業簿記Ⅱ 1 ○
財務管理 2 ○

臨地実務実習Ⅲ(経営総合) 8 ４通
東北の稲作
東北の果樹

野菜マーケティング演習Ⅰ 2 ○
野菜栽培Ⅱ 4 ○
野菜マーケティング演習Ⅱ 1 ○

東北の畜産
農山村活性化論 2 ３通
農山村活性化論演習 2 ３通

65 14 小　計 127 49
食品製造・販売 2 ２後
食品製造・販売実習 2 ３通
デザイン論 1・2・3・4前

金融論 1・2・3・4前

発酵学・醸造学 1・2・3・4前

建築学 1・2・3・4前

社会福祉論 1・2・3・4前

栄養学 1・2・3・4前

山形・東北観光学 1・2・3・4前

デザイン論演習 1・2・3・4後

金融論演習 1・2・3・4後

発酵学・醸造学演習 1・2・3・4後

建築学演習 1・2・3・4後

社会福祉論演習 1・2・3・4後

栄養学演習 1・2・3・4後

山形・東北観光学演習 1・2・3・4後

4 20 小　計 0 0
総合的能力 経営分析・計画演習 4 ４通

4 0 小　計 0 0

89 38 合　計 140 54

基
礎
科
目

地域等の特
性

一般教養
（人間と自
然・スポー
ツ・社会・情
報）

スポーツ 1 １前

資料２０－３

地域課題解
決能力

科目区分 授業科目の名称
単位数

配当
年次

授業科目の名称

山形県立農林大学校「野菜経営学科」における単位認定読替表

東北農林専門職大学 山形県立農林大学校
農林業経営学部　農業経営学科 養成部　野菜経営学科

単
位
数

認定

必修 選択
読替え
の可否

認定
単位数

コミュニ
ケーション
能力

ビジネス英語Ⅰ 2

２前 2

127

2

簿記各論 1 ４前 1

2 ２通

合　計

小　計
総合
科目 小　計

経営全般

２通

１後 2

ビジネス英語Ⅱ 2

4

2

圃場実習Ⅰ 8 １通 8

2１後

１後

1

2 １後

2

農業概論演習

農業概論

２前

小　計

2 ２通

2

１前

農業生産工程・食品衛生論 2

4

2

植物保護学

8

栽培各論（野菜・花き）

2

2

２後 1先端農業技術論 1

３後 1

３後 2

２通

２後

２前 2

8

SDGsと農業・森林業 2

税制・簿記論 1

マーケティング論 2

展
開
科
目

応用的・創
造的能力

10

10

職
業
専
門
科
目

生産理論・
技術

臨地実務実習Ⅰ(生産管理等) 8

小　計

東北の野菜・花き

－設置等の趣旨（資料）－83－



山形・東北の風土・伝統文化 2 １前
哲学と東北 2 ３前
コミュニケーション論 2 １前

英語Ⅰ 2 ○
英語Ⅱ 1 ○
応用英語Ⅰ 1 ○
英会話Ⅰ 2 ○
英会話Ⅱ 2 ○
応用英語Ⅱ 1 ○
体育Ⅰ 2 ○
体育Ⅱ 2 ○

SDGsと倫理 2 １後
気象・気候学概論
統計学
情報活用 1 ２前
政治学概論
社会学概論
法律学概論
経済学入門 2 ２後

16 4 小　計 13 5
土壌・肥料学 2 １前 土壌肥料 2 ○ 2

植物育種 1 ○
花き作物生理 1 ○
花き栽培Ⅰ 4 ○
花き先進技術論 3 ○
花き栽培Ⅱ 4 ○
園芸施設利用 1 ○

耕畜連携論 1 １前
農林業生産概論 1 ○
植物育種 1 ○
花き作物生理 1 ○
花き栽培Ⅰ 4 ○
花き先進技術論 3 ○
花き栽培Ⅱ 4 ○
園芸施設利用 1 ○
作物病害虫防除 1 ○
花き病害虫 1 ○

家畜衛生学
花き生産販売実習Ⅰ 9 ○
農業機械実習Ⅰ 1 ○
農業機械実習Ⅱ 1 ○
スマート農林業Ⅰ 2 ○
スマート農林業Ⅱ 1 ○

栽培各論（稲作）
栽培各論（果樹）

植物育種 1 ○
花き作物生理 1 ○
花き栽培Ⅰ 4 ○
花き先進技術論 3 ○
花き栽培Ⅱ 4 ○
園芸施設利用 1 ○

飼育各論（畜産）
圃場実習Ⅱ（稲作）
圃場実習Ⅱ（果樹）
圃場実習Ⅱ（野菜・花き） 花き生産販売実習Ⅱ 12 ○ 8
圃場実習Ⅱ（畜産）
農業実地体験実習 1 １通 先進農業者等体験学習 4 ○ 1

農林業生産概論 1 ○
農林業・環境・GAP講座 1 ○
農林業への県民理解 1 ○
環境保全と農業 1 ○

国際農業論 1 ２後 海外農林業 1 ○ 1
花き生産販売実習Ⅰ 9 ○
花き生産販売実習Ⅱ 12 ○
先進農業者等体験学習 4 ○

農業政策 2 ３前
組織マネジメント論 2 ３前
農業経済学 2 ３前
農業知的財産論 1 ３前

マーケティング基礎 1 ○
マーケティング実践 1 ○
販売管理 2 ○

農業経営分析・計画 2 ３後
農業簿記Ⅰ 1 ○
農業簿記Ⅱ 1 ○

臨地実務実習Ⅱ(経営管理等) 8 ３通
農業簿記Ⅱ 1 ○
財務管理 2 ○

臨地実務実習Ⅲ(経営総合) 8 ４通
東北の稲作
東北の果樹

花きマーケティング演習Ⅰ 2 ○
花き栽培Ⅱ 4 ○
花きマーケティング演習Ⅱ 1 ○

東北の畜産
農山村活性化論 2 ３通
農山村活性化論演習 2 ３通

65 14 小　計 123 49
食品製造・販売 2 ２後
食品製造・販売実習 2 ３通
デザイン論 1・2・3・4前

金融論 1・2・3・4前

発酵学・醸造学 1・2・3・4前

建築学 1・2・3・4前

社会福祉論 1・2・3・4前

栄養学 1・2・3・4前

山形・東北観光学 1・2・3・4前

デザイン論演習 1・2・3・4後

金融論演習 1・2・3・4後

発酵学・醸造学演習 1・2・3・4後

建築学演習 1・2・3・4後

社会福祉論演習 1・2・3・4後

栄養学演習 1・2・3・4後

山形・東北観光学演習 1・2・3・4後

4 20 小　計 0 0
総合的能力 経営分析・計画演習 4 ４通

4 0 小　計 0 0

89 38 合　計 136 54

基
礎
科
目

地域等の特
性

一般教養
（人間と自
然・スポー
ツ・社会・情
報）

スポーツ 1

資料20-4

単
位
数

認定

必修 選択
読替え
の可否

認定
単位数

山形県立農林大学校「花き経営学科」における単位認定読替表

東北農林専門職大学 山形県立農林大学校
農林業経営学部　農業経営学科 養成部　花き経営学科

科目区分 授業科目の名称
単位数

配当
年次

授業科目の名称

小　計

コミュニ
ケーション
能力

ビジネス英語Ⅰ 2 １後 2

ビジネス英語Ⅱ 2

１前 1

2 １後

2 ２前

２前 2

職
業
専
門
科
目

生産理論・
技術

農業概論 4

植物保護学
2

先端農業技術論

2

8

地域課題解
決能力

2

１前 4

農業概論演習 2 １後 2

1 ２後 1

２通

１後
2

栽培各論（野菜・花き） 2

圃場実習Ⅰ 8 １通 8

127

2

小　計

２通

経営全般

農業生産工程・食品衛生論 2 ２前 2

SDGsと農業・森林業 2 ２後 2

臨地実務実習Ⅰ(生産管理等) 8 ２通 8

マーケティング論 2 ３後 2

２通
東北の野菜・花き

小　計

３後 1

簿記各論 1 ４前 1

税制・簿記論 1

総合
科目 小　計

合　計

10

10

展
開
科
目

応用的・創
造的能力

－設置等の趣旨（資料）－84－



山形・東北の風土・伝統文化 2 １前
哲学と東北 2 ３前
コミュニケーション論 2 １前

英語Ⅰ 2 ○
英語Ⅱ 1 ○
応用英語Ⅰ 1 ○
英会話Ⅰ 2 ○
英会話Ⅱ 2 ○
応用英語Ⅱ 1 ○
体育Ⅰ 2 ○
体育Ⅱ 2 ○

SDGsと倫理 2 １後
気象・気候学概論
統計学
情報活用 1 ２前
政治学概論
社会学概論
法律学概論
経済学入門 2 ２後

16 4 小　計 13 5
土壌・肥料学 2 １前

畜産概論 2 ○
飼料作物 1 ○
家畜栄養 2 ○
乳牛・肉用牛飼養Ⅰ 2 ○
家畜育種 1 ○
繁殖生理Ⅰ 2 ○
飼料 1 ○

耕畜連携論 1 １前 耕畜連携 1 ○ 1
畜産概論 2 ○
飼料作物 1 ○
家畜栄養 2 ○
乳牛・肉用牛飼養Ⅰ 2 ○
家畜育種 1 ○
繁殖生理Ⅰ 2 ○
飼料 1 ○

植物保護学
家畜衛生・HACCP講座 1 ○
家畜飼養管理 2 ○
乳牛・肉用牛生産販売実習Ⅰ 8 ○
農業機械実習Ⅰ 1 ○
農業機械実習Ⅱ 1 ○
スマート農林業Ⅰ 2 ○
スマート農林業Ⅱ 1 ○

栽培各論（稲作）
栽培各論（果樹）
栽培各論（野菜・花き）

乳牛・肉用牛飼養Ⅱ 4
繁殖生理Ⅱ 1
畜産機械施設 1

圃場実習Ⅱ（稲作）
圃場実習Ⅱ（果樹）
圃場実習Ⅱ（野菜・花き）
圃場実習Ⅱ（畜産） 乳牛・肉用牛生産販売実習Ⅱ 12 ○ 8
農業実地体験実習 1 １通 先進農業者等体験学習 4 ○ 1

農林業生産概論 1 ○
家畜衛生・HACCP講座 1 ○
農林業・環境・GAP講座 1 ○
農林業への県民理解 1 ○
環境保全と農業 1 ○

国際農業論 1 ２後 海外農林業 1 ○ 1
乳牛・肉用牛生産販売実習Ⅰ 8 ○
乳牛・肉用牛生産販売実習Ⅱ 12 ○
先進農業者等体験学習 4 ○

農業政策 2 ３前
組織マネジメント論 2 ３前
農業経済学 2 ３前
農業知的財産論 1 ３前

マーケティング基礎 1 ○
マーケティング実践 1 ○
販売管理 2 ○

農業経営分析・計画 2 ３後
農業簿記Ⅰ 1 ○
農業簿記Ⅱ 1 ○

臨地実務実習Ⅱ(経営管理等) 8 ３通
農業簿記Ⅱ 1 ○
財務管理 2 ○

臨地実務実習Ⅲ(経営総合) 8 ４通
東北の稲作
東北の果樹
東北の野菜・花き

畜産経営 2 ○
畜産物流通 1 ○

農山村活性化論 2 ３通
農山村活性化論演習 2 ３通

65 14 小　計 103 48
食品製造・販売 2 ２後
食品製造・販売実習 2 ３通
デザイン論 1・2・3・4前

金融論 1・2・3・4前

発酵学・醸造学 1・2・3・4前

建築学 1・2・3・4前

社会福祉論 1・2・3・4前

栄養学 1・2・3・4前

山形・東北観光学 1・2・3・4前

デザイン論演習 1・2・3・4後

金融論演習 1・2・3・4後

発酵学・醸造学演習 1・2・3・4後

建築学演習 1・2・3・4後

社会福祉論演習 1・2・3・4後

栄養学演習 1・2・3・4後

山形・東北観光学演習 1・2・3・4後

4 20 小　計 0 0
総合的能力 経営分析・計画演習 4 ４通

4 0 小　計 0 0

89 38 合　計 116 53

2

小　計

コミュニ
ケーション
能力

ビジネス英語Ⅰ 2 １後 2

ビジネス英語Ⅱ 2 ２前 2

生産理論・
技術

家畜衛生学

農業概論 4

先端農業技術論 1

○

２後

2飼育各論（畜産）

2 ２通

SDGsと農業・森林業

資料20-5

必修 選択
読替え
の可否

認定
単位数

山形県立農林大学校「畜産経営学科」における単位認定読替表

東北農林専門職大学 山形県立農林大学校
農林業経営学部　農業経営学科 養成部　畜産経営学科

科目区分 授業科目の名称
単位数

配当
年次

授業科目の名称
認定

8 ２通

8

単
位
数

マーケティング論 2 ３後 2

職
業
専
門
科
目

4

2

1

基
礎
科
目

地域等の特
性

一般教養
（人間と自
然・スポー
ツ・社会・情
報）

スポーツ 1 １前 1

2 １後

2 ２前

127

1

簿記各論 1 ４前 1

３後

2 ２通

合　計

小　計
総合
科目 小　計

2

小　計

経営全般

地域課題解
決能力

税制・簿記論 1

東北の畜産

展
開
科
目

農業概論演習 2 １後

１前

２前農業生産工程・食品衛生論 2

圃場実習Ⅰ 8 １通

2 １後

応用的・創
造的能力

10

10

2

臨地実務実習Ⅰ(生産管理等) 8 ２通 8

2 ２後 2

－設置等の趣旨（資料）－85－



山形・東北の風土・伝統文化 2 １前
哲学と東北 2 ３前
コミュニケーション論 2 １前

英語Ⅰ 2 ○
英語Ⅱ 1 ○
応用英語Ⅰ 1 ○
英会話Ⅰ 2 ○
英会話Ⅱ 2 ○
応用英語Ⅱ 1 ○
体育Ⅰ 2 ○
体育Ⅱ 2 ○

SDGsと倫理 2 １後
気象・気候学概論
統計学
情報活用 1 ２前
政治学概論
社会学概論
法律学概論
経済学入門 2 ２後

16 4 小　計 13 5
土壌・肥料学 2 １前
農業概論 4 １前
耕畜連携論 1 １前
農業概論演習 2 １後
植物保護学
家畜衛生学

農産物生産実習 5 ○
農業機械実習Ⅰ 1 ○
食品関連産業実習 4 ○
農業機械実習Ⅱ 1 ○
スマート農林業Ⅰ 2 ○
スマート農林業Ⅱ 1 ○

栽培各論（稲作）
栽培各論（果樹）
栽培各論（野菜・花き）
飼育各論（畜産）
圃場実習Ⅱ（稲作）

農産物生産実習 5 ○
食品関連産業実習 4 ○

圃場実習Ⅱ（果樹）
圃場実習Ⅱ（畜産）
農業実地体験実習 1 １通 食品関連産業実習 4 ○ 1

農林業生産概論 1 ○
農林業・環境・GAP講座 1 ○
農林業への県民理解 1 ○
環境保全と農業 1 ○

国際農業論 1 ２後 海外農林業 1 ○ 1
農産物生産実習 5 ○
食品関連産業実習 4 ○
加工品販売流通実習Ⅱ 2 ○

農業政策 2 ３前
組織マネジメント論 2 ３前
農業経済学 2 ３前
農業知的財産論 1 ３前

マーケティング基礎 1 ○
マーケティング実践 1 ○
販売管理 2 ○

農業経営分析・計画 2 ３後
農業簿記Ⅰ 1 ○
農業簿記Ⅱ 1 ○

臨地実務実習Ⅱ(経営管理等) 8 ３通
農業簿記Ⅱ 1 ○
財務管理 2 ○

臨地実務実習Ⅲ(経営総合) 8 ４通
東北の稲作
東北の果樹
東北の野菜・花き
東北の畜産
農山村活性化論 2 ３通
農山村活性化論演習 2 ３通

65 14 小　計 52 35
食品加工学 1 ○
農産加工マーケティング 1 ○
食品衛生学 1 ○
食品栄養学 1 ○
食品産業特別講義 1 ○
食品保蔵学 1 ○
食品機能性論 1 ○
農産加工特産品開発 1 ○
食品パッケージ論 1 ○
農産物加工実習Ⅰ 7 ○
加工品販売流通実習Ⅰ 1 ○
農産物加工実習Ⅱ 13 ○
加工品販売流通実習Ⅱ 2 ○

デザイン論 1・2・3・4前

金融論 1・2・3・4前

食品加工学 1 ○
地域食材論 2 ○
農産物加工実習Ⅰ 7 ○

建築学 1・2・3・4前

社会福祉論 1・2・3・4前

食品栄養学 1 ○
食品機能性論 1 ○

山形・東北観光学 1・2・3・4前

デザイン論演習 1・2・3・4後

金融論演習 1・2・3・4後

食品保蔵学 1 ○
地域伝統食品論 1 ○
農産物加工実習Ⅱ 13 ○

建築学演習 1・2・3・4後

社会福祉論演習 1・2・3・4後

食品栄養学 1 ○
食品機能性論 1 ○
農産加工マーケティング 1 ○
農産加工特産品開発 1 ○

山形・東北観光学演習 1・2・3・4後

4 20 小　計 63 12
総合的能力 経営分析・計画演習 4 ４通

4 0 小　計 0 0

89 38 合　計 128 52

2

ビジネス英語Ⅱ 2 ２前 2

資料20-6
山形県立農林大学校「農産加工経営学科」における単位認定読替表

東北農林専門職大学 山形県立農林大学校
農林業経営学部　農業経営学科 養成部　農産加工経営学科

単
位
数

認定
読替え
の可否

認定
単位数

授業科目の名称科目区分 授業科目の名称
単位数

配当
年次必修 選択

職
業
専
門
科
目

１通

SDGsと農業・森林業 2 ２後

臨地実務実習Ⅰ(生産管理等) 8 ２通

小　計

２通

経営全般

圃場実習Ⅱ（野菜・花き）

税制・簿記論 1 ３後

基
礎
科
目

地域等の特
性

一般教養
（人間と自
然・スポー
ツ・社会・情
報）

スポーツ 1 １前

先端農業技術論

コミュニ
ケーション
能力

ビジネス英語Ⅰ 2 １後

圃場実習Ⅰ 8

127

1

簿記各論 1 ４前 1

合　計

総合
科目 小　計

小　計

地域課題解
決能力

2

発酵学・醸造学

栄養学

栄養学演習

10

10

1・2・3・4前

8

1

2 １後

2 ２前

小　計

2 １後

生産理論・
技術

8 ２通

1 ２後

2 ２通

2

1

農業生産工程・食品衛生論 2 ２前 2

8

1・2・3・4後

2

2

1・2・3・4前

発酵学・醸造学演習 1・2・3・4後

2

2

8

食品製造・販売実習 2 ３通 2

マーケティング論 2 ３後 2

食品製造・販売 2 ２後 2

－設置等の趣旨（資料）－86－



山形・東北の風土・伝統文化 2 １前
哲学と東北 2 ３前
コミュニケーション論 2 １前

英語Ⅰ 2 ○
英語Ⅱ 1 ○
応用英語Ⅰ 1 ○
英会話Ⅰ 2 ○
英会話Ⅱ 2 ○
応用英語Ⅱ 1 ○
体育Ⅰ 2 ○
体育Ⅱ 2 ○

SDGsと倫理 2 １後
気象・気候学概論
統計学
情報活用 1 ２前
政治学概論
社会学概論
法律学概論
経済学入門 2 ２後

16 4 小　計 13 5
樹木 2 ○
樹木医 2 ○
森林環境 2 ○
造林・育林Ⅰ 2 ○
造林・育林Ⅱ 2 ○
林業機械Ⅰ 2 ○
林業機械Ⅱ 1 ○
森林計測 1 ○
林産 2 ○
森林路網 1 ○

森林労働安全衛生論 1 １前 労働安全管理と救急救命 2 ○ 1
非木材森林産品概論 1 １後 林産 2 ○ 1

樹木医 2 ○
森林保護 1 ○
森林環境 2 ○
森林生態 1 ○
森林環境 2 ○
森林機能保全 1 ○

演習林実習Ⅰ 8 １通 森林管理実習Ⅰ 11 ○ 8
森林計測 1 ○
森林管理実習Ⅰ(造林) 5 ○

森林情報学 1 ２前 森林情報 1 ○ 1
スマート農林業Ⅰ 2 ○
スマート農林業Ⅱ 1 ○

演習林実習Ⅱ 8 ２通 森林管理実習Ⅱ 15 ○ 8
森林業実地体験実習 1 １通 先進林業者等体験学習 4 ○ 1
木質科学概論 2 ２前

農林業・環境・GAP講座 1 ○
農林業への県民理解 1 ○
森林・林業概論 1 ○
森林生態 1 ○
海外農林業 1 ○
森林・林業概論 1 ○

木材利活用論 2 ２後
森林管理実習Ⅰ 11 ○
森林管理実習Ⅱ 15 ○
先進林業者等体験学習 4 ○

森林環境政策 2 ３前
組織マネジメント論 2 ３前
森林経営管理学 2 ３前 森林経営 2 ○ 2

マーケティング基礎 1 ○
マーケティング実践 1 ○
販売管理 2 ○

森林業経営分析・計画 2 ３後
農業簿記Ⅰ 1 ○
農業簿記Ⅱ 1 ○

臨地実務実習Ⅱ(経営管理等) 8 ３通
木材加工・販売実習 2 ３通

農業簿記Ⅱ 1 ○
財務管理 2 ○

臨地実務実習Ⅲ(経営総合) 8 ４通
森林・林業概論 1 ○
森林政策 1 ○
森林経営 2 ○
森林管理実習Ⅰ（林産） 1 ○

東北の森林資源利活用
農山村活性化論 2 ３通
農山村活性化論演習 2 ３通

82 2 小　計 122 52
森林生態系サービス保全利用論 2 ２前
森林生態系サービス保全利用論演習 2 ２後
デザイン論 1・2・3・4前

金融論 1・2・3・4前

発酵学・醸造学 1・3・4前
建築学 1・3・4前
社会福祉論 1・2・3・4前

栄養学 1・2・3・4前

山形・東北観光学 1・3・4前
デザイン論演習 1・2・3・4後

金融論演習 1・2・3・4後

発酵学・醸造学演習 1・3・4後
建築学演習 1・3・4後
社会福祉論演習 1・2・3・4後

栄養学演習 1・2・3・4後

山形・東北観光学演習 1・3・4後
4 20 小　計 0 0

総合的能力 経営分析・計画演習 4 ４通
4 0 小　計 0 0

106 26 合　計 135 57

資料20-7

小　計

職
業
専
門
科
目

経営全般

地域課題解
決能力

２通

森林土壌・樹木学 2

森林保護学 2

生産理論・
技術

２後

東北の森林資源管理

１前

１前

税制・簿記論

山形県立農林大学校「林業経営学科」における単位認定読替表

東北農林専門職大学 山形県立農林大学校
農林業経営学部　森林業経営学科

合　計

1

2

造林学 2

総合
科目 小　計

簿記各論 1

マーケティング論

SDGsと農業・森林業 2

小　計

森林生産学 2

先端森林業技術論 1

臨地実務実習Ⅰ(生産管理等) 8

養成部　林業経営学科

科目区分 授業科目の名称
単位数

配当
年次

授業科目の名称
単
位
数

認定

必修 選択
読替え
の可否

認定
単位数

２通 8

基
礎
科
目

地域等の特
性

一般教養
（人間と自
然・スポー
ツ・社会・情
報）

132

2

2

2

１前

2
2

1

2

３後 1

３後

４前

1 1

小　計

コミュニ
ケーション
能力

ビジネス英語Ⅰ 2 １後 2

ビジネス英語Ⅱ 2

スポーツ 1 １前 1

2 １後

2 ２前

２前 2

2

１後

2

展
開
科
目

応用的・創
造的能力

10

10

２後 1

国際森林業論

森林保全学 2 １後 2

測量学 2 ２前 2

２後

－設置等の趣旨（資料）－87－



資料21-1

３年次 ４年次
山形・東北の風土・伝統文化 2 １前 2
哲学と東北 2 ３前 2
コミュニケーション論 2 １前 2
ビジネス英語Ⅰ 2 １後 2
ビジネス英語Ⅱ 2 ２前 2
スポーツ 1 １前 1
SDGsと倫理 2 １後 2
気象・気候学概論 2
統計学
情報活用 1 ２前 1
政治学概論 2
社会学概論
法律学概論
経済学入門 2 ２後 2

16 4 5 6 9
土壌・肥料学 2 １前 2
農業概論 4 １前 4
耕畜連携論 1 １前 1
農業概論演習 2 １後 2
植物保護学 2
家畜衛生学
圃場実習Ⅰ 8 １通 8
先端農業技術論 1 ２後 1
栽培各論（稲作） 2
栽培各論（果樹）
栽培各論（野菜・花き）
飼育各論（畜産）
圃場実習Ⅱ（稲作） 8
圃場実習Ⅱ（果樹）
圃場実習Ⅱ（野菜・花き）
圃場実習Ⅱ（畜産）
農業実地体験実習 1 １通 1
農業生産工程・食品衛生論 2 ２前 2
SDGsと農業・森林業 2 ２後 2
国際農業論 1 ２後 1
臨地実務実習Ⅰ(生産管理等) 8 ２通 8
農業政策 2 ３前 2
組織マネジメント論 2 ３前 2
農業経済学 2 ３前 2
農業知的財産論 1 ３前 1
マーケティング論 2 ３後 2
農業経営分析・計画 2 ３後 2
税制・簿記論 1 ３後 1
臨地実務実習Ⅱ(経営管理等) 8 ３通 8
簿記各論 1 ４前 1
臨地実務実習Ⅲ(経営総合) 8 ４通 8
東北の稲作 2
東北の果樹
東北の野菜・花き
東北の畜産
農山村活性化論 2 ３通 2
農山村活性化論演習 2 ３通 2

65 14 50 21 8
食品製造・販売 2 ２後 2
食品製造・販売実習 2 ３通 2
デザイン論 1・2・3・4前 2
金融論 1・2・3・4前 2
発酵学・醸造学 1・2・3・4前 2
建築学 1・2・3・4前

社会福祉論 1・2・3・4前

栄養学 1・2・3・4前 2
山形・東北観光学 1・2・3・4前 2
デザイン論演習 1・2・3・4後 2
金融論演習 1・2・3・4後 2
発酵学・醸造学演習 1・2・3・4後 2
建築学演習 1・2・3・4後

社会福祉論演習 1・2・3・4後

栄養学演習 1・2・3・4後 2
山形・東北観光学演習 1・2・3・4後 2

4 20 0 10 14
総合的能力 経営分析・計画演習 4 ４通 4

4 0 0 0 4

89 38 55 37 35 ※年間の履修単位は46単位以下
72

2

必修

2

2

8 ２通

編入学の履修モデル表
（山形県立農林大学校「稲作経営学科」から編入学した場合）

経営全般

選択
科目区分 授業科目の名称

単位数

2 １後

履修年次
備　考

編入認定
単位数

配当
年次

総
合 小　計

合　計
127

展
開
科
目

応用的・創
造的能力

10

10

小　計

小　計

基
礎
科
目

１後

2 ２前

小　計

職
業
専
門
科
目

生産理論・
技術

２通

地域等の
特性
コミュニ
ケーション
能力

一般教養
（人間と自
然・スポー
ツ・社会・情
報）

地域課題
解決能力

２通

－設置等の趣旨（資料）－88－



資料21-2

３年次 ４年次
山形・東北の風土・伝統文化 2 １前 2
哲学と東北 2 ３前 2
コミュニケーション論 2 １前 2
ビジネス英語Ⅰ 2 １後 2
ビジネス英語Ⅱ 2 ２前 2
スポーツ 1 １前 1
SDGsと倫理 2 １後 2
気象・気候学概論 2
統計学
情報活用 1 ２前 1
政治学概論 2
社会学概論
法律学概論
経済学入門 2 ２後 2

16 4 5 6 9
土壌・肥料学 2 １前 2
農業概論 4 １前 4
耕畜連携論 1 １前 1
農業概論演習 2 １後 2
植物保護学 2
家畜衛生学
圃場実習Ⅰ 8 １通 8
先端農業技術論 1 ２後 1
栽培各論（稲作）
栽培各論（果樹） 2
栽培各論（野菜・花き）
飼育各論（畜産）
圃場実習Ⅱ（稲作）
圃場実習Ⅱ（果樹） 8
圃場実習Ⅱ（野菜・花き）
圃場実習Ⅱ（畜産）
農業実地体験実習 1 １通 1
農業生産工程・食品衛生論 2 ２前 2
SDGsと農業・森林業 2 ２後 2
国際農業論 1 ２後 1
臨地実務実習Ⅰ(生産管理等) 8 ２通 8
農業政策 2 ３前 2
組織マネジメント論 2 ３前 2
農業経済学 2 ３前 2
農業知的財産論 1 ３前 1
マーケティング論 2 ３後 2
農業経営分析・計画 2 ３後 2
税制・簿記論 1 ３後 1
臨地実務実習Ⅱ(経営管理等) 8 ３通 8
簿記各論 1 ４前 1
臨地実務実習Ⅲ(経営総合) 8 ４通 8
東北の稲作
東北の果樹 2
東北の野菜・花き
東北の畜産
農山村活性化論 2 ３通 2
農山村活性化論演習 2 ３通 2

65 14 49 21 9
食品製造・販売 2 ２後 2
食品製造・販売実習 2 ３通 2
デザイン論 1・2・3・4前 2
金融論 1・2・3・4前

発酵学・醸造学 1・2・3・4前 2
建築学 1・2・3・4前

社会福祉論 1・2・3・4前 2
栄養学 1・2・3・4前 2
山形・東北観光学 1・2・3・4前 2
デザイン論演習 1・2・3・4後 2
金融論演習 1・2・3・4後

発酵学・醸造学演習 1・2・3・4後 2
建築学演習 1・2・3・4後

社会福祉論演習 1・2・3・4後 2
栄養学演習 1・2・3・4後 2
山形・東北観光学演習 1・2・3・4後 2

4 20 0 10 14
総合的能力 経営分析・計画演習 4 ４通 4

4 0 0 0 4

89 38 54 37 36 ※年間の履修単位は46単位以下

必修 選択
履修年次

備　考科目区分 授業科目の名称
単位数

配当
年次

２通

経営全般

2

2 １後

2 ２前

小　計

職
業
専
門
科
目

生産理論・
技術

2

基
礎
科
目

地域等の
特性
コミュニ
ケーション
能力

一般教養
（人間と自
然・スポー
ツ・社会・情
報）

8

73

編入学の履修モデル表

（山形県立農林大学校「果樹経営学科」から編入学した場合）

小　計
総
合 小　計

合　計
127

編入認
定

単位数

小　計

２通

地域課題
解決能力

2 ２通

１後

展
開
科
目

応用的・創
造的能力

10

10

－設置等の趣旨（資料）－89－



資料21-3

３年次 ４年次
山形・東北の風土・伝統文化 2 １前 2
哲学と東北 2 ３前 2
コミュニケーション論 2 １前 2
ビジネス英語Ⅰ 2 １後 2
ビジネス英語Ⅱ 2 ２前 2
スポーツ 1 １前 1
SDGsと倫理 2 １後 2
気象・気候学概論 2
統計学
情報活用 1 ２前 1
政治学概論 2
社会学概論
法律学概論
経済学入門 2 ２後 2

16 4 5 6 9
土壌・肥料学 2 １前 2
農業概論 4 １前 4
耕畜連携論 1 １前 1
農業概論演習 2 １後 2
植物保護学 2
家畜衛生学
圃場実習Ⅰ 8 １通 8
先端農業技術論 1 ２後 1
栽培各論（稲作）
栽培各論（果樹）
栽培各論（野菜・花き） 2
飼育各論（畜産）
圃場実習Ⅱ（稲作）
圃場実習Ⅱ（果樹）
圃場実習Ⅱ（野菜・花き） 8
圃場実習Ⅱ（畜産）
農業実地体験実習 1 １通 1
農業生産工程・食品衛生論 2 ２前 2
SDGsと農業・森林業 2 ２後 2
国際農業論 1 ２後 1
臨地実務実習Ⅰ(生産管理等) 8 ２通 8
農業政策 2 ３前 2
組織マネジメント論 2 ３前 2
農業経済学 2 ３前 2
農業知的財産論 1 ３前 1
マーケティング論 2 ３後 2
農業経営分析・計画 2 ３後 2
税制・簿記論 1 ３後 1
臨地実務実習Ⅱ(経営管理等) 8 ３通 8
簿記各論 1 ４前 1
臨地実務実習Ⅲ(経営総合) 8 ４通 8
東北の稲作
東北の果樹
東北の野菜・花き 2
東北の畜産
農山村活性化論 2 ３通 2
農山村活性化論演習 2 ３通 2

65 14 49 21 9
食品製造・販売 2 ２後 2
食品製造・販売実習 2 ３通 2
デザイン論 1・2・3・4前 2
金融論 1・2・3・4前 2
発酵学・醸造学 1・2・3・4前 2
建築学 1・2・3・4前

社会福祉論 1・2・3・4前 2
栄養学 1・2・3・4前

山形・東北観光学 1・2・3・4前 2
デザイン論演習 1・2・3・4後 2
金融論演習 1・2・3・4後 2
発酵学・醸造学演習 1・2・3・4後 2
建築学演習 1・2・3・4後

社会福祉論演習 1・2・3・4後 2
栄養学演習 1・2・3・4後

山形・東北観光学演習 1・2・3・4後 2
4 20 0 10 14

総合的能力 経営分析・計画演習 4 ４通 4
4 0 0 0 4

89 38 54 37 36 ※年間の履修単位は46単位以下

必修 選択
履修年次

備　考科目区分 授業科目の名称
単位数

配当
年次

２通

経営全般

2

2 １後

2 ２前

小　計

職
業
専
門
科
目

生産理論・
技術

2

基
礎
科
目

地域等の
特性
コミュニ
ケーション
能力

一般教養
（人間と自
然・スポー
ツ・社会・情
報）

8

73

編入学の履修モデル表
（山形県立農林大学校「野菜経営学科」から編入学した場合）

小　計
総
合 小　計

合　計
127

編入認
定

単位数

小　計

２通

地域課題
解決能力

2 ２通

１後

展
開
科
目

応用的・創
造的能力

10

10

－設置等の趣旨（資料）－90－



資料21-4

３年次 ４年次
山形・東北の風土・伝統文化 2 １前 2
哲学と東北 2 ３前 2
コミュニケーション論 2 １前 2
ビジネス英語Ⅰ 2 １後 2
ビジネス英語Ⅱ 2 ２前 2
スポーツ 1 １前 1
SDGsと倫理 2 １後 2
気象・気候学概論 2
統計学
情報活用 1 ２前 1
政治学概論 2
社会学概論
法律学概論
経済学入門 2 ２後 2

16 4 5 6 9
土壌・肥料学 2 １前 2
農業概論 4 １前 4
耕畜連携論 1 １前 1
農業概論演習 2 １後 2
植物保護学 2
家畜衛生学
圃場実習Ⅰ 8 １通 8
先端農業技術論 1 ２後 1
栽培各論（稲作）
栽培各論（果樹）
栽培各論（野菜・花き） 2
飼育各論（畜産）
圃場実習Ⅱ（稲作）
圃場実習Ⅱ（果樹）
圃場実習Ⅱ（野菜・花き） 8
圃場実習Ⅱ（畜産）
農業実地体験実習 1 １通 1
農業生産工程・食品衛生論 2 ２前 2
SDGsと農業・森林業 2 ２後 2
国際農業論 1 ２後 1
臨地実務実習Ⅰ(生産管理等) 8 ２通 8
農業政策 2 ３前 2
組織マネジメント論 2 ３前 2
農業経済学 2 ３前 2
農業知的財産論 1 ３前 1
マーケティング論 2 ３後 2
農業経営分析・計画 2 ３後 2
税制・簿記論 1 ３後 1
臨地実務実習Ⅱ(経営管理等) 8 ３通 8
簿記各論 1 ４前 1
臨地実務実習Ⅲ(経営総合) 8 ４通 8
東北の稲作
東北の果樹
東北の野菜・花き 2
東北の畜産
農山村活性化論 2 ３通 2
農山村活性化論演習 2 ３通 2

65 14 49 21 9
食品製造・販売 2 ２後 2
食品製造・販売実習 2 ３通 2
デザイン論 1・2・3・4前 2
金融論 1・2・3・4前 2
発酵学・醸造学 1・2・3・4前 2
建築学 1・2・3・4前

社会福祉論 1・2・3・4前 2
栄養学 1・2・3・4前

山形・東北観光学 1・2・3・4前 2
デザイン論演習 1・2・3・4後 2
金融論演習 1・2・3・4後 2
発酵学・醸造学演習 1・2・3・4後 2
建築学演習 1・2・3・4後

社会福祉論演習 1・2・3・4後 2
栄養学演習 1・2・3・4後

山形・東北観光学演習 1・2・3・4後 2
4 20 0 10 14

総合的能力 経営分析・計画演習 4 ４通 4
4 0 0 0 4

89 38 54 37 36 ※年間の履修単位は46単位以下

必修 選択
履修年次

備　考科目区分 授業科目の名称
単位数

配当
年次

２通

経営全般

2

2 １後

2 ２前

小　計

職
業
専
門
科
目

生産理論・
技術

2

基
礎
科
目

地域等の
特性
コミュニ
ケーション
能力

一般教養
（人間と自
然・スポー
ツ・社会・情
報）

8

73

編入学の履修モデル表

（山形県立農林大学校「花き経営学科」から編入学した場合）

小　計
総
合 小　計

合　計
127

編入認
定

単位数

小　計

２通

地域課題
解決能力

2 ２通

１後

展
開
科
目

応用的・創
造的能力

10

10

－設置等の趣旨（資料）－91－



資料21-5

３年次 ４年次
山形・東北の風土・伝統文化 2 １前 2
哲学と東北 2 ３前 2
コミュニケーション論 2 １前 2
ビジネス英語Ⅰ 2 １後 2
ビジネス英語Ⅱ 2 ２前 2
スポーツ 1 １前 1
SDGsと倫理 2 １後 2
気象・気候学概論 2
統計学
情報活用 1 ２前 1
政治学概論 2
社会学概論
法律学概論
経済学入門 2 ２後 2

16 4 5 6 9
土壌・肥料学 2 １前 2
農業概論 4 １前 4
耕畜連携論 1 １前 1
農業概論演習 2 １後 2
植物保護学
家畜衛生学 2
圃場実習Ⅰ 8 １通 8
先端農業技術論 1 ２後 1
栽培各論（稲作）
栽培各論（果樹）
栽培各論（野菜・花き）
飼育各論（畜産） 2
圃場実習Ⅱ（稲作）
圃場実習Ⅱ（果樹）
圃場実習Ⅱ（野菜・花き）
圃場実習Ⅱ（畜産） 8
農業実地体験実習 1 １通 1
農業生産工程・食品衛生論 2 ２前 2
SDGsと農業・森林業 2 ２後 2
国際農業論 1 ２後 1
臨地実務実習Ⅰ(生産管理等) 8 ２通 8
農業政策 2 ３前 2
組織マネジメント論 2 ３前 2
農業経済学 2 ３前 2
農業知的財産論 1 ３前 1
マーケティング論 2 ３後 2
農業経営分析・計画 2 ３後 2
税制・簿記論 1 ３後 1
臨地実務実習Ⅱ(経営管理等) 8 ３通 8
簿記各論 1 ４前 1
臨地実務実習Ⅲ(経営総合) 8 ４通 8
東北の稲作
東北の果樹
東北の野菜・花き
東北の畜産 2
農山村活性化論 2 ３通 2
農山村活性化論演習 2 ３通 2

65 14 48 21 10
食品製造・販売 2 ２後 2
食品製造・販売実習 2 ３通 2
デザイン論 1・2・3・4前 2
金融論 1・2・3・4前 2
発酵学・醸造学 1・2・3・4前 2
建築学 1・2・3・4前

社会福祉論 1・2・3・4前

栄養学 1・2・3・4前 2
山形・東北観光学 1・2・3・4前 2
デザイン論演習 1・2・3・4後 2
金融論演習 1・2・3・4後 2
発酵学・醸造学演習 1・2・3・4後 2
建築学演習 1・2・3・4後

社会福祉論演習 1・2・3・4後

栄養学演習 1・2・3・4後 2
山形・東北観光学演習 1・2・3・4後 2

4 20 0 10 14
総合的能力 経営分析・計画演習 4 ４通 4

4 0 0 0 4

89 38 53 37 37 ※年間の履修単位は46単位以下

必修 選択
備　考科目区分 授業科目の名称

単位数
配当
年次

2

基
礎
科
目

地域等の
特性
コミュニ
ケーション
能力

一般教養
（人間と自
然・スポー
ツ・社会・情
報）

127

編入認
定

単位数

履修年次

74

小　計

小　計

地域課題
解決能力

2

１後

２前

生産理論・
技術

2

2

編入学の履修モデル表
（山形県立農林大学校「畜産経営学科」から編入学した場合）

総
合 小　計

合　計

２通

経営全般

8 ２通

2 ２通

１後

小　計

職
業
専
門
科
目

展
開
科
目

応用的・創
造的能力

10

10

－設置等の趣旨（資料）－92－



資料21-6

３年次 ４年次
山形・東北の風土・伝統文化 2 １前 2
哲学と東北 2 ３前 2
コミュニケーション論 2 １前 2
ビジネス英語Ⅰ 2 １後 2
ビジネス英語Ⅱ 2 ２前 2
スポーツ 1 １前 1
SDGsと倫理 2 １後 2
気象・気候学概論 2
統計学
情報活用 1 ２前 1
政治学概論 2
社会学概論
法律学概論
経済学入門 2 ２後 2

16 4 5 6 9
土壌・肥料学 2 １前 2
農業概論 4 １前 4
耕畜連携論 1 １前 1
農業概論演習 2 １後 2
植物保護学 2
家畜衛生学
圃場実習Ⅰ 8 １通 8
先端農業技術論 1 ２後 1
栽培各論（稲作）
栽培各論（果樹）
栽培各論（野菜・花き） 2
飼育各論（畜産）
圃場実習Ⅱ（稲作）
圃場実習Ⅱ（野菜・花き） 8
圃場実習Ⅱ（果樹）
圃場実習Ⅱ（畜産）
農業実地体験実習 1 １通 1
農業生産工程・食品衛生論 2 ２前 2
SDGsと農業・森林業 2 ２後 2
国際農業論 1 ２後 1
臨地実務実習Ⅰ(生産管理等) 8 ２通 8
農業政策 2 ３前 2
組織マネジメント論 2 ３前 2
農業経済学 2 ３前 2
農業知的財産論 1 ３前 1
マーケティング論 2 ３後 2
農業経営分析・計画 2 ３後 2
税制・簿記論 1 ３後 1
臨地実務実習Ⅱ(経営管理等) 8 ３通 8
簿記各論 1 ４前 1
臨地実務実習Ⅲ(経営総合) 8 ４通 8
東北の稲作
東北の果樹
東北の野菜・花き 2
東北の畜産
農山村活性化論 2 ３通 2
農山村活性化論演習 2 ３通 2

65 14 35 23 21
食品製造・販売 2 ２後 2
食品製造・販売実習 2 ３通 2
デザイン論 1・2・3・4前 2
金融論 1・2・3・4前 2
発酵学・醸造学 1・2・3・4前 2
建築学 1・2・3・4前

社会福祉論 1・2・3・4前

栄養学 1・2・3・4前 2
山形・東北観光学 1・2・3・4前 2
デザイン論演習 1・2・3・4後 2
金融論演習 1・2・3・4後 2
発酵学・醸造学演習 1・2・3・4後 2
建築学演習 1・2・3・4後

社会福祉論演習 1・2・3・4後

栄養学演習 1・2・3・4後 2
山形・東北観光学演習 1・2・3・4後 2

4 20 12 8 4
総合的能力 経営分析・計画演習 4 ４通 4

4 0 0 0 4

89 38 52 37 38 ※年間の履修単位は46単位以下

編入学の履修モデル表
（山形県立農林大学校「農産加工経営学科」から編入学した場合）

選択
備　考科目区分 授業科目の名称

単位数
配当
年次

履修年次

基
礎
科
目

地域等の
特性
コミュニ
ケーション
能力

一般教養
（人間と自
然・スポー
ツ・社会・情
報）

必修

75

2 １後

2 １後

2 ２前

２通

2 ２通

8

総
合 小　計

合　計
127

編入認
定

単位数

小　計

小　計

地域課題
解決能力

経営全般

２通

小　計

職
業
専
門
科
目

生産理論・
技術

2

展
開
科
目

応用的・創
造的能力

10

10

－設置等の趣旨（資料）－93－



資料21-7

３年次 ４年次
山形・東北の風土・伝統文化 2 １前 2
哲学と東北 2 ３前 2
コミュニケーション論 2 １前 2
ビジネス英語Ⅰ 2 １後 2
ビジネス英語Ⅱ 2 ２前 2
スポーツ 1 １前 1
SDGsと倫理 2 １後 2
気象・気候学概論 2
統計学
情報活用 1 ２前 1
政治学概論 2
社会学概論
法律学概論
経済学入門 2 ２後 2

16 4 5 4 11
森林土壌・樹木学 2 １前 2
造林学 2 １前 2
森林生産学 2 １前 2
森林労働安全衛生論 1 １前 1
非木材森林産品概論 1 １後 1
森林保護学 2 １後 2
森林保全学 2 １後 2
演習林実習Ⅰ 8 １通 8
測量学 2 ２前 2
森林情報学 1 ２前 1
先端森林業技術論 1 ２後 1
演習林実習Ⅱ 8 ２通 8
森林業実地体験実習 1 １通 1
木質科学概論 2 ２前 2
SDGsと農業・森林業 2 ２後 2
国際森林業論 1 ２後 1
木材利活用論 2 ２後 2
臨地実務実習Ⅰ(生産管理等) 8 ２通 8
森林環境政策 2 ３前 2
組織マネジメント論 2 ３前 2
森林経営管理学 2 ３前 2
マーケティング論 2 ３後 2
森林業経営分析・計画 2 ３後 2
税制・簿記論 1 ３後 1
臨地実務実習Ⅱ(経営管理等) 8 ３通 8
木材加工・販売実習 2 ３通 2
簿記各論 1 ４前 1
臨地実務実習Ⅲ(経営総合) 8 ４通 8
東北の森林資源管理 2
東北の森林資源利活用
農山村活性化論 2 ３通 2
農山村活性化論演習 2 ３通 2

82 2 52 24 8
森林生態系サービス保全利用論 2 ２前 2
森林生態系サービス保全利用論演習 2 ２後 2
デザイン論 1・2・3・4前 2
金融論 1・2・3・4前 2
発酵学・醸造学 1・3・4前
建築学 1・3・4前 2
社会福祉論 1・2・3・4前 2
栄養学 1・2・3・4前

山形・東北観光学 1・3・4前 2
デザイン論演習 1・2・3・4後 2
金融論演習 1・2・3・4後 2
発酵学・醸造学演習 1・3・4後
建築学演習 1・3・4後 2
社会福祉論演習 1・2・3・4後 2
栄養学演習 1・2・3・4後

山形・東北観光学演習 1・3・4後 2
4 20 0 12 12

総合的能力 経営分析・計画演習 4 ４通 4
4 0 0 0 4

106 26 57 40 35 ※年間の履修単位は46単位以下

基
礎
科
目

地域等の
特性

地域課題
解決能力

コミュニ
ケーション
能力

一般教養
（人間と自
然・スポー
ツ・社会・情
報）

75

編入学の履修モデル表
（山形県立農林大学校「林業経営学科」から編入学した場合）

総
合 小　計

合　計
132

編入認
定

単位数

履修年次

小　計

経営全般

小　計

職
業
専
門
科
目

２通

必修

生産理論・
技術

選択
備　考科目区分 授業科目の名称

単位数
配当
年次

１後

2 ２前

2

2

展
開
科
目

応用的・創
造的能力

10

10

小　計

－設置等の趣旨（資料）－94－



No 区分 実習施設名 地域 所在地 備　考

1 野菜 齋藤智実 村山 尾花沢市 水稲、すいか

2 果樹 今野智夫 村山 山形市 ぶどう

3 果樹 株式会社　ヤマガタ果園 村山 東根市 さくらんぼ、もも、ぶどう、水稲

4 稲作 農事組合法人　ファーム北平田 庄内 酒田市 水稲、大豆、ねぎ等

5 畜産 有限会社　ワーコム農業研究所 最上 真室川町 肉用牛、水稲、野菜

6 稲作 株式会社　黒澤ファーム 置賜 南陽市 水稲、アスパラガス、さといも等

7 果樹 農事組合法人　くだもの畠 置賜 高畠町 もも、ラフランス、おうとう、ぶどう、りんご

8 稲作 株式会社　まいすたぁ 庄内 鶴岡市 水稲、小麦

9 稲作 株式会社　井上農場 庄内 鶴岡市 水稲、トマト、こまつな

10 花き 有限会社　クリタ園芸 最上 新庄市 サンパチェンス、ミニシクラメン等

農業実地体験実習　予定施設一覧

資料22

－設置等の趣旨（資料）－95－



No 区分 実習施設名 地域 所在地 備　考

1 森林組合 最上広域森林組合 最上 真室川町

2 素材生産事業体 有限会社　庄司林業 村山 大江町

3
製材・木材加工

事業体
株式会社　山形城南木材市場 村山 山形市

4
きのこ生産

事業体
農事組合法人　オークファーム 最上 鮭川村 なめこ

5
苗木生産
事業体

橋本種苗園 最上 真室川町

6 森林組合 西村山地方森林組合 村山 西川町

7 素材生産事業体 マルカ林業株式会社 最上 新庄市

8
製材・木材加工

事業体
株式会社　アイタ工業 置賜 米沢市

9
きのこ生産

事業体
有限会社　マッシュハウス最上 最上 最上町 まいたけ、きくらげ

10 森林組合 温海町森林組合 庄内 鶴岡市

11 素材生産事業体 有限会社　遠田林産 庄内 酒田市

12
製材・木材加工

事業体
協和木材株式会社　新庄工場 最上 新庄市

森林業実地体験実習　予定施設一覧
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Ⅰ 臨地実務実習等の学外実習の概要と学外実習運営委員会 

 

 １ 学外実習の概要 

    農林業の生産管理と経営管理に関して基本的な知識を修得するとともに、経営の多

角化を含めた実践的な経営管理の手法を身に付けるため、１年次において実地体験実

習を、２～４年次において臨地実務実習Ⅰ～Ⅲを配置する。実地体験実習では、山形

県内の農業経営体及び森林業事業体が持つ優れた生産及び経営モデルに触れ、将来経

営したい営農類型及び就業したい業態を検討するために必要な農林業現場の実態を学

ぶ。臨地実務実習では、２年次から４年次までの３年間にわたり段階的・継続的に東

北６県の優れた農業経営体及び森林業事業体に赴き、これらが有する生産管理及び経

営管理に関する実戦的な知識、技術、経営戦略等を学修するとともに、高い職業倫理

観を涵養する。 

 

 ２ 学外実習運営委員会 

 （１）目的と構成員 

    学外実習運営委員会は、本学の実地体験実習と臨地実務実習が円滑に実施される

ことを目的に設置する。学外実習運営委員会は、本学に配置された専任教員と学長

が特に必要と認める者をもって組織し、学部長が委員長となるものとする。 

 （２）所掌事務 

   学外実習運営委員会は、以下の事項について協議し決定する。 

①実地体験実習及び臨地実務実習の実習先の候補となる農業経営体及び森林業事業体

の選定に関すること 

②実地体験実習及び臨地実務実習の実習先の決定に関すること 

③実地体験実習の担当教員の選定に関すること 

④臨地実務実習の臨地実務実習担当者及び指導教員チームの選定に関すること 

  ⑤実地体験実習及び臨地実務実習の実習実施計画の認定に関すること 

  ⑥実地体験実習の実習指導者の学生に対する指導力の向上に関すること 

  ⑦臨地実務実習指導者の学生に対する指導力の向上に関すること 

  ⑧実地体験実習及び臨地実務実習の成績評価の認定に関すること 

  ⑨実地体験実習及び臨地実務実習の総括並びに次年度計画への反映に関すること 

  ⑩その他実地体験実習及び臨地実務実習に当たり必要な事項に関すること 
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Ⅱ 臨地実務実習 

１ 臨地実務実習の概要 

（１）目的 

優れた農業経営体及び森林業事業体において臨地実務実習指導者の指導を受けな

がら実習することで、農業及び森林業経営者としての立場や責任、協調性や創造性、

生産管理や経営管理の知識・技術を踏まえた総合的な経営能力に加えて高い倫理観を

身に付けることを目的とする。  

（２）構成 

臨地実務実習のうち、２年次の「臨地実務実習Ⅰ（生産管理等）」（８単位）では主

に生産管理、３年次の「臨地実務実習Ⅱ（経営管理等）」（８単位）では主に経営管理

に関する実践的な知識や技術、４年次の「臨地実務実習Ⅲ（経営総合）」（８単位）で

はこれまで学んできた生産管理や経営管理に関する知識や技術を総合化した経営戦略

の立案・実行に関する知識や技術を修得する。 

（３）時期 

実習時期は、米をはじめ、さくらんぼ、りんご、すいか等の東北地方の特徴的な農

産物の栽培歴や、植栽・下刈り・除伐・間伐・伐採・苗木生産等の主要な森林施業が東

北地方において実施可能な適期を考慮して配置できるようにするため、２～４年生が

履修する実臨地実務実習以外の科目を一切配置しない「臨地実務実習ウィーク」を前

期 30 日間、後期 30 日間設定し、その中から前期、後期とも学生が臨地実務実習先と

協議の上、各 15 日間選択できるようにする。なお、前期の「臨地実務実習ウィーク」

は４月中下旬、５月上中旬及び６月下旬から７月上旬までの３期間×各２週間、後期

の「臨地実務実習ウィーク」は９月中下旬、10 月中下旬及び 12 月上中旬の３期間×

各２週間を設定し、各期間２日から最大２週間（10 日間）の連続した実習を行う。  

 

２ 臨地実務実習の種類と内容 

 （１）「臨地実務実習Ⅰ（生産管理等）」 

   ①目的 

    【農業経営学科】 

将来携わりたい経営形態（作目や事業内容）を踏まえマッチングした農業経

営体（農業法人、個人経営体等）での実習を通じて、農業経営体の有する生産

管理に関する学びを深めることとし、生産現場における生産計画、生産工程等

に関する実践的な知識や技術を修得する。  

    【森林業経営学科】 

      将来携わりたい経営形態（事業内容）を踏まえマッチングした森林業事業体

（森林組合、素材生産事業体、製材・木材加工事業体、きのこ生産事業体等）

での実習を通じて、森林業事業体の有する生産管理に関する学びを深めること

とし、生産現場における生産計画、生産工程等に関する実践的な知識や技術を

修得する。  

   ②目標 

   ・生産現場での年間の生産計画について理解できる。  
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   ・各作業工程の実践的な技術について理解し、作業することができる。  

   ③事前学修 

     実習の受講に当たっては、事前に下記内容について学ぶとともに必要な資格・

免許を取得する。  

【農業経営学科】 

      「土壌・肥料学」において土壌の基礎知識のほか、養分吸収特性、植物生産

の代謝との関連、栄養特性、肥料の種類と特性等、「農業概論」及び「農業概論

演習」において稲作や園芸作物・畜産の生産や生産物の取扱いに関する基礎全

般、「耕畜連携論」において耕種農業と畜産業との連携、「植物保護学」におい

て作物の病害虫及び雑草防除の理論と技術、「家畜衛生学」において畜産現場に

おいて必要な家畜衛生に関する一連の知識、「圃場実習Ⅰ」において、稲作、果

樹、野菜・花き、畜産の生産管理に関する基礎的な知識や技術を学ぶとともに、

小型車両系建設機械（整地、積込み、運搬）特別教育、フォークリフト運転技

能講習を修了し、大型特殊自動車免許（農耕用）の資格を取得する。  

【森林業経営学科】 

      「森林土壌・樹木学」において森林土壌の特性と樹木の成長特性等、「造林学」

において複数の樹種を対象とした造林の基礎、「森林生産学」において森林作業

や木材の収穫技術（路網配置を含む）等の知識、「森林労働安全衛生論」におい

て労働災害の発生状況やその対策、労働安全衛生関係法令等、「非木材森林産品

概論」において非木材森林産品（きのこ、山採り山菜、木炭等）の基礎的な知

識、「森林生態系サービス保全利用論」において森林生態系サービスの保全利用

に関する基礎的な知識、「森林保護学」において森林病虫獣害の発生原因や防除

方法等、「森林保全学」において土砂移動の発生メカニズムとその対策、荒廃地

の復元技術等に関する知識、「演習林実習Ⅰ」において、林業機械の基本操作、

森林の調査方法、造林技術、労働安全管理等、森林資源の生産管理に関する基

礎的な知識や技術を学ぶとともに、刈払機取扱作業者、チェーンソーによる伐

木造材作業等の特別教育、小型車両系建設機械（整地、積込み、運搬）特別教

育、赤十字救急法基礎講習（赤十字ベーシックライフサポーター認定証）、赤十

字救急法救急員（赤十字ファーストエイドプロバイダー）の資格を取得する。  

  ＜必要な知識・技術や資格・免許等＞ 

項 目  必要な知識・技術  資格・免許  

農業経営学科  ・稲作、果樹、野菜・花き、畜産の生産管

理に関する基礎的な知識や技術  

・土壌肥料、植物栄養、養分、肥料に関す

る基礎知識  

・耕種農業と畜産業との連携  

・作物病虫害及び雑草防除の理論と技術  

・小型車両系建設機械特別

教育  

・フォークリフト運転技能

講習  

・大型特殊自動車免許 (農

耕用) 

森林業経営学

科  

・林業機械の基本操作、森林の調査方法、

造林技術、労働安全管理など森林の生産管

理に関する基礎的な知識や技術  

・刈払機取扱作業者  

・チェーンソーによる伐木

造材作業等の特別教育  
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・土壌、樹木、造林、収穫技術（路網配置

を含む）、労働安全衛生、非木材森林産品、

森林生態系サービスの保全利用に関する

基礎知識  

・森林病虫獣害の発生原因や防除方法  

・土砂移動の発生メカニズムとその対策、

荒廃地の復元技術等に関する知識と技術  

・小型車両系建設機械特別

教育  

・赤十字救急法基礎講習  

・赤十字救急法救急員認定

証  

 

（２）「臨地実務実習Ⅱ（経営管理等）」 

   ①目的 

【農業経営学科】 

      ２年次から引き続いて、将来携わりたい経営形態（作目や事業内容）を踏ま

えマッチングした農業経営体（農業法人、個人経営体等）での実習を通じて、

これまで学んできた生産管理に関する知識や技術を土台としながら、農業経営

体の持つ優れた経営管理に関する学びを深めることとし、生産現場における事

業計画、経営管理（労務、財務、物品管理、リスク管理等）等に関する実践的

な知識や技術を修得する。  

【森林業経営学科】 

      ２年次から引き続いて、将来携わりたい経営形態（事業内容）を踏まえマッ

チングした森林業事業体（森林組合、素材生産事業体、製材・木材加工事業体、

きのこ生産事業体等）での実習を通じて、これまで学んできた生産管理に関す

る知識や技術を土台としながら、森林業事業体の持つ優れた経営管理に関する

学びを深めることとし、生産現場における事業計画、経営管理（労務、財務、

物品管理、リスク管理等）等に関する実践的な知識や技術を修得する。  

   ②目標 

   ・農業経営体及び森林業事業体の事業計画について理解できる。  

   ・経営管理（労務、財務、物品管理、リスク管理、マーケティング戦略等）に関す

る実践的な知識や技術について理解できる。  

   ③事前学修 

     実習の受講に当たっては、事前に下記内容について学ぶとともに資格・免許を

取得する。  

    【共通】  

     「SDGs と農業・森林業」において持続可能な農業・森林業へ向けた取組の進

め方を学ぶとともに、農林業生産に起因する環境問題とその対策について考え、

SDGs の達成・実現に向けた農業及び森林業のあり方について学ぶ。  

    【農業経営学科】 

      「農業生産工程・食品衛生論」において GAP や食品化学・食品衛生の基礎知

識や先進事例、「先端農業技術論」において先端技術の活用状況とその内容、「国

際農業論」において海外の農業の最新動向、「食品製造・販売」において食品の

安全、環境保全に関わる法律や行政の仕組、衛生管理、「栽培各論」及び「飼育
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各論」において将来の営農の軸となる分野（稲作、果樹、野菜・花き、畜産の

いずれか１つを選択）の専門的な生産技術、「東北の稲作」・「東北の果樹」・「東

北の野菜・花き」及び「東北の畜産」（これら４科目のうち１科目を選択）にお

いて東北各県の生産状況や栽培技術の特徴、東北地方の農業が有する地域ポテ

ンシャル、「圃場実習Ⅱ」において将来の営農の軸となる分野（稲作、果樹、野

菜・花き、畜産の４つのいずれか）を１つ選択し、専門的な生産管理に関する

知識や技術を学ぶとともに、刈払機取扱作業者を修了する。  

    【森林業経営学科】 

      「測量学」において測量手法に関する基礎的な知識、「森林情報学」において

情報技術等を森林業分野で利用するための基礎的な知識、「木質科学概論」にお

いて木材に関する科学的特徴や性質等に関する知識、「先端森林業技術論」にお

いて森林業分野における先端技術（ICT、レーザー森林解析、ロボット等）の活

用方法等、「国際森林業論」において海外の森林業に関する最新動向、「木材利

活用論」において木材の利用や加工、木材の流通等、「東北の森林資源管理」及

び「東北の森林資源利活用」（これら２科目のうち１科目を選択）において東北

各県の森林資源管理、森林資源の利活用に関する現状や関連技術の特徴、東北

地方の森林業が有する地域ポテンシャル、「演習林実習Ⅱ」において森林の保護

管理技術、造林技術、森林資源量調査、林内路網の作設、非木材森林産品の生

産など森林資源の生産管理に関するより高度な知識や技術を学ぶとともに、車

両系建設機械運転技能講習（整地・運搬・積込・掘削）、伐木等機械の運転の業

務に係る特別教育、走行集材機械の運転の業務に係る特別教育、簡易架線集材

装置の運転又は架線集材機械の運転の業務に係る特別教育を修了する。  

  ＜必要な知識・技術や資格・免許等＞ 

項 目 必要な知識・技術 資格・免許 

共通  ・持続可能な農業・森林業へ向けた取組の

進め方、農林業生産に起因する環境問題と

その対策、SDGs の達成・実現に向けた農

業及び森林業のあり方  

 

農業経営学科  ・専門的な生産管理に関する知識や技術  

・GAP や食品化学、食品衛生の基礎知識  

・海外の農業の最新動向  

・食品の安全、環境保全に関わる法律や行

政の仕組、衛生管理  

・刈払機取扱作業者  

 

森林業経営学

科  

・測量手法、森林の保護管理技術、造林技

術、森林資源量調査、林内路網の作設、非

木材森林産品等生産管理に関する知識や

技術  

・森林情報技術の基礎知識や先端技術の

活用方法  

・海外の森林業に関する最新動向  

・車両系建設機械運転技能

講習（整地・運搬・積込・

掘削）  

・伐木等機械の運転の業務

に係る特別教育  

・走行集材機械の運転の業

務に係る特別教育  
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・木材、木質の科学的特徴や性質と利用方

法 

・木材の加工、流通に関する基礎知識  

・簡易架線集材装置の運転

又は架線集材機械の運転の

業務に係る特別教育  

 

（３）「臨地実務実習Ⅲ（経営総合）」 

   ①目的 

    【農業経営学科】 

      ３年次から引き続いて、将来携わりたい経営形態（作目や事業内容）を踏ま

えマッチングした農業経営体（農業法人、個人経営体等）での実習を通じて、

これまで学んできた生産管理や経営管理に関する知識や技術を総合化し、農業

経営体における経営戦略の立案・実行に関する知識や技術を修得する。  

    【森林業経営学科】 

      ３年次から引き続いて、将来携わりたい経営形態（事業内容）を踏まえマッ

チングした森林業事業体（森林組合、素材生産事業体、製材・木材加工事業体、

きのこ生産事業体等）での実習を通じて、これまで学んできた生産管理や経営

管理に関する知識や技術を総合化し、森林業事業体における経営戦略の立案・

実行に関する知識や技術を修得する。  

   ②目標 

   ・農業経営体及び森林業事業体の経営戦略について理解できる。  

   ・社会情勢等の変化に対応した経営戦略を構築できる。  

   ②事前学修 

    実習の受講に当たっては、事前に下記内容について学ぶ。  

    【共通】 

      「組織マネジメント論」において組織効率を最大限に高める手法等、「マーケ

ティング論」においてマーケティングの基礎的な知識やリサーチ手法等、「税

制・簿記論」において基礎的な税の仕組みや商業の簿記原理等、「農山村活性化

論」及び「農山村活性化論演習」において農山村生活や地域社会を取り巻く課

題の改善や解決に向けた実践的手法等を学ぶ。 

【農業経営学科】 

      「農業政策」において日本や海外も含めた農業政策や制度等に関する基礎的

な知識、「農業経済学」において農業生産や農産物流通、消費、貿易、環境等に

関わる経済諸問題、「農業知的財産論」において知的財産法制の基礎知識、「農

業経営分析・計画」において経営分析や経営計画の考え方や手順とデータ処理、

「食品製造・販売実習」において食品製造と衛生管理、販売に関する知識や技

術、を学ぶ。  

    【森林業経営学科】 

      「森林環境政策」において国内外の森林・林業・環境に関する政策や参加・

協働型の政策形成手法など持続可能な森林業の実践のための基礎的な知識、

「森林経営管理学」において森林計画制度や森林経営計画に基づく持続的な森

林経営管理等に関する知識、「森林業経営分析・計画」において森林業経営の基
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本的な考え方と実践手法、「木材加工・販売実習」において木材加工と販売に関

する知識や技術を学ぶ。  

  ＜必要な知識・技術＞ 

項 目  必要な知識・技術  

共通  ・組織効率を最大限に高める手法  

・マーケティングの基礎的な知識やリサーチ手法  

・基礎的な税の仕組みや商業の簿記原理  

・農山村生活や地域社会の課題改善や解決に向けた実践的手法  

農業経営学科  ・日本や海外も含めた農業政策や制度等に関する基礎的な知識  

・農業生産や農産物流通、消費、貿易、環境等に関わる経済諸問題  

・知的財産法制の基礎知識  

・経営分析や経営計画の考え方や手順とデータ処理  

・食品製造と衛生管理、販売に関する知識や技術  

森林業経営学

科  

・国内外の森林・林業・環境に関する政策や参加・協働型の政策形

成手法など持続可能な森林業の実践のための基礎的な知識  

・森林計画制度や森林経営計画に基づく持続的な森林経営管理等

に関する知識  

・森林業経営の基本的な考え方と実践手法  

・木材加工と販売に関する知識や技術  

 

３ 実習先選定の考え方とスケジュール 

   臨地実務実習Ⅰの実習先は、将来の農業及び森林業経営者を目指す学生の模範とな

り、経営年数概ね 10 年以上で従業員（臨時を含む）を１名以上雇用し、かつ年間販売

金額が概ね１千万円以上の農業経営体及び森林業事業体とし、学生の希望等を聴取し

た上で、学外実習運営委員会において選定する。具体的な手順は以下のとおり。  

 ⅰ 本学は、山形県各総合支庁が事務局を担う「地域連携プロジェクトチーム」に対し、

臨地実務実習先の候補となる農業経営体及び森林業事業体の実習先候補者リスト総括

表（様式第１－１号）及び実習先候補者個票（様式第１－２号）の内容確認と修正を

依頼する。山形県外の実習先については、各県農林部局に対して実習先候補者リスト

（様式第１－１号及び様式第１－２号）の内容の確認と修正を依頼する。  

ⅱ 学生は、臨地実務実習希望調書（様式第２号）と臨地実務実習学生カード（様式第

３号）を提出する。  

ⅲ 担当教員は、臨地実務実習希望調書と臨地実務実習学生カードの記載内容を基に学

生へのヒアリングを実施し、臨地実務実習学生希望一覧表（様式第４号）を作成する。  

ⅳ 学外実習運営委員会において、山形県総合支庁及び各県農林部局から提出された実

習先候補者リスト（様式第１－１号及び様式第１－２号）に記載の経営内容及び臨地

実務実習指導者等が臨地実務実習を実施するにふさわしいことを確認・承認し、その

中から学生の実習先を選定する。なお、実習先１経営体・事業体当たりの受入学生数

は、臨地実務実習Ⅰで１名、臨地実務実習Ⅱで１名、臨地実務実習Ⅲで１名とし、合

計３名を上限とする。  
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ⅴ 本学は、実習先候補の農業経営体及び森林業事業体へ臨地実務実習依頼書（様式第

５号－１）及び臨地実務実習学生カード（様式第３号）を送付し、実習の受入れを依

頼する。  

ⅵ 実習先候補の農業経営体及び森林業事業体は、実習の受入れを承諾する場合は、承

諾書（様式第６号－１）を本学に提出する。  

ⅶ 承諾書を受領後、本学と実習先とで実施協定書（様式第７号）を締結するとともに、

臨地実務実習一覧表（様式第８号）を作成し、該当する県総合支庁に送付する。  

 

【実習先選定の手順】 

手順  項 目  時 期  作成書類  
書類  

作成者  

ⅰ  

実習先の候補となる農業経

営体及び森林業事業体の照

会、提出  

7 月  

臨地実務実習先候補者リスト

（様式第１－１号、  

様式第１－２号）  

県総合

支庁  

ⅱ  学生の希望調査  9～10 月  

臨地実務実習希望調書  

（様式第２号）  

臨地実務実習学生カード 

（様式第３号）  

学生  

ⅲ  
学生と臨地実務実習担当者

（教員）による面談の実施  
11 月  

臨地実務実習学生希望一覧表  

（様式第４号）  
教員  

ⅳ  

協議・調整、実習先候補者

の選定  

(教員・学生・実習先候補

者) 

12～1 月  
（学外実習運営委員会の開

催）  
 

ⅴ  実習の依頼  2 月  
臨地実務実習依頼書  

(様式第５号－１) 
本学  

ⅵ  実習先の承諾  3 月  承諾書（様式第６号－１）  実習先  

ⅶ  
実習先の決定  

（実施協定書の締結）  
3 月  

実施協定書  

（様式第７号－１）  

臨地実務実習先一覧表  

（様式第８号）  

本学  

 

   なお、臨地実務実習Ⅱと臨地実務実習Ⅲは、前年度と同じ実習先での実習を基本と

するが、実習先と学生双方の意思確認のため、年度ごとに臨地実務実習Ⅰと同様の手

順を踏むものとする。ただし、実習を実施する前年度の 12 月末までに学生からの実

習先の変更の申し出があった場合又は実習先の農業若しくは森林業経営者からの実習

受入れの辞退の申し出があった場合には、学外実習運営委員会で協議し、やむを得な

い事情があると認められる場合には、本学が速やかに当該学生の実習先を変更する調

整を行う。  
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４ 実習に関する役割分担 

 （１）学外実習責任者 

   ①役割 

    学外実習責任者は、学科長がその任に就き、実習の計画・実施・評価、指導体制

の構築、実習先や県総合支庁の農業普及指導員、林業普及指導員との連絡調整、臨

地実務実習指導者との実施方法・内容等に関する協議・調整を総括する。 

   ②実習前の業務 

    実習開始前には、実習の目的に照らし合わせ、学内で必要な技能の学修が円滑に

行われるよう臨地実務実習担当者を監督、指導する。実習先の臨地実務実習指導者

の指導力と実習内容の水準を確保するため、臨地実務実習指導者に対して、実習前

に実習の目的・目標、実習及び指導内容、成績評価等に関する研修会を開催すると

ともに、臨地実務実習Ⅰ～Ⅲ報告会への参加、実習後に行う実習指導の問題点や課

題等に関する意見交換への参加を要請する。 

  ③実習中の業務 

    実習中は、臨地実務実習担当者及び巡回指導に当たる専任教員等から報告を受け、

各学生の実習状況の把握に努める。実習期間中に実習先の事情によって実習の実施

が困難であると判断された場合には、学外実習運営委員会委員長と協議の上、臨地

実務実習担当者に新しい臨地実務実習実施計画書（様式第９号－１）の作成を指示

し、速やかに次の実習先での実習が実施できるようにする。 

  ④実習後の役割 

    実習後は、臨地実務実習の成果を報告する臨地実務実習Ⅰ～Ⅲ報告会を開催し、

臨地実務実習の学修状況を把握する。また、臨地実務実習指導者等の意見を集約し、

次年度以降の臨地実務実習の実施方法に反映させる。 

 

 （２）臨地実務実習担当者及び指導教員チーム 

  ①役割 

臨地実務実習担当者は、学生ごとに学外実習運営委員会で決定した専任教員１名

がその任に就く。学外実習運営委員会において、学生ごとに臨地実務実習担当者を

補佐する専任教員を１～２名選任し、臨地実務実習担当者をリーダーとして指導教

員チームを編成する。  

臨地実務実習担当者は、臨地実務実習が円滑に実施されるように学生、臨地実務

実習指導者及び該当地域を所管する県総合支庁の農業普及指導員、林業普及指導員

等の関係機関との連絡調整を行う。指導教員チームは、臨地実務実習実施計画書（様

式第９号－１）に記載された実習が円滑に実施できるように学生を支援する。  

   ②実習前の業務 

    臨地実務実習担当者は、臨地実務実習先候補者リスト（様式第１－１号及び様式

第１－２号）、臨地実務実習希望調書（様式第２号）及び臨地実務実習学生カード（様

式第３号）を基に学生に対するヒアリングを実施し、臨地実務実習学生希望一覧表

（様式第４号）を作成する。実習先が決定した後に、学生の意向を聴取するととも
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に臨地実務実習指導者や関係機関と連携して臨地実務実習実施計画書（様式第９号

－１）を作成し、学外実習運営委員会の承認を受ける。  

    実習開始前には、実習の目的に照らし、必要となる技能を修得させるとともに、

学生としての姿勢・態度・身だしなみ、事故等への対応、守秘義務の遵守徹底、そ

の他連絡・相談の徹底等について指導を行う。 

   ③実習中の業務 

    実習中は、臨地実務実習指導者や該当地域を所管する県総合支庁の農業普及指導

員、林業普及指導員等の関係機関と連携し、学生の臨地実務実習に臨む姿勢や学修

の進捗状況、学生の抱える悩み等について情報を共有しながら、指導・支援を行う。 

    実習中の巡回指導として、専任教員が連携・分担し、実習先を半期ごとに１回訪

問する。自らが臨地実務実習担当者となって指導する学生に対しては、巡回指導に

限らず、電話やメール等により実習状況の把握に努める。  

    学生又は臨地実務実習指導者に、実習を実施できない可能性が生じた時は、学外

実習責任者に遅滞なく報告する。 

   ④実習後の業務  

   学生に対して、実習後のフォローアップとして助言・指導、改善に向けた課題提

示等を実施する。  

   また、実習後、学生の学修状況等について臨地実務実習指導者と情報交換を行う

とともに、学生が実習先を評価するアンケート調査の実施により課題の抽出と共有

を図り、次年度の実習に反映させる。  

 

（３）臨地実務実習指導者及び実習先 

①役割 

    臨地実務実習指導者は、実習先の代表者又は職員で、事業や経営に関する高い見

識を有する実務経験５年以上の者とする。実習開始前においては、本学の臨地実務

実習担当者との連絡調整等の役割を担うとともに、臨地実務実習指導者としての指

導力と実習内容の水準を確保するため、実習の目的・目標、実習及び指導内容、成

績評価等に関する研修会に参加する。  

実習中は、学生に対する指導と評価を行う。また、臨地実務実習担当者や該当地

域を所管する県総合支庁の農業普及指導員、林業普及指導員等の関係機関と連携し、

学生の臨地実務実習に臨む姿勢や学修の進捗状況、学生の抱える悩み等について情

報を共有し、円滑に実習が行われるようにする。 

実習終了後に開催される臨地実務実習Ⅰ～Ⅲ報告会や実習指導の問題点や課題

等に関する意見交換への参加が要請された場合は参加する。  

   ②学生指導時の留意事項 

   ・日常業務に従事させることで、実践的な生産管理や経営管理等について学修でき

るよう指導する。 

   ・実習前後や実習中において、実習先の農業経営体及び森林業事業体の経営等に関

する学生の質問については、可能な範囲で対応する。 

・業務に関する会合等へは、可能な限り参加させる。  
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・日常業務に最低限必要とされる以外、自動車や自動二輪車等の運転をさせない。 

・実習中の作業に対しては、名目の如何を問わず、学生に現金や現金に類するもの

（商品券、電子マネー等）を与えない。  

・実習中に知り得た秘密情報や個人情報を教育・研究目的以外に使用しないととも

に、外部に知られることのないよう指導を徹底する。また、実習中に知り得た秘

密情報や個人情報を教育・研究目的に使用する場合にあっては、事前に承諾を得

るよう指導する。 

   ③本学との連携 

   ・実習開始前までに、学生及び臨地実務実習担当者と連携し臨地実務実習実施計画

書（様式第９号－１）の作成を支援する。  

・本学の巡回指導や電話等による学生の実習状況確認について協力する。  

・実習指導上、支障となるような事案が発生した場合は、随時、本学と連絡を取り

合い、情報を共有するとともに、連携して対応に当たる。  

・事故、台風や地震等、その他諸事情による緊急事態が発生した場合は、後述の「６ 

安全管理体制」に従い速やかに本学へ連絡し、連携して対応に当たる。  

 

 （４）学生 

   ①事前準備 

    実習の受講に当たり、自分自身の将来の方向性等に鑑み、どのような農業経営体

及び森林業事業体で何を学びたいのかよく考えて臨地実務実習希望調書（様式第２

号）と臨地実務実習学生カード（様式第３号）を本学に提出する。臨地実務実習担

当者となった専任教員との面談に臨み、臨地実務実習先候補を検討する。 

    実習先が決定した後に、実習先までの交通経路、宿泊施設、実習先からの便宜（昼

食、更衣室、宿泊施設、送迎等）について確認する。  

    臨地実務実習担当者から、実習中に記録する報告書（様式第 10 号）と自己点検表

（様式第 11～13 号）の記入方法について指導を受ける。  

 

   ②実習中の留意事項 

◆規則・時間の厳守 

   ・実習先の規則等を厳守する。実習時間は、６～８時間の範囲で可能な限り実習先

の就業時間に準じる。 

   ◆服装・整容・態度 

   ・圃場や山林等での作業に適した服装を着用する。 

   ・実習生として服装・頭髪・爪・化粧等は、清楚で不快感を与えないように整える。  

   ・礼儀と作法をわきまえ、謙虚で誠実な態度を取るよう留意する。  

   ◆健康管理 

   ・健康管理には十分留意し、規則正しい生活を送る。 

   ・圃場や山林等の現場における危険性の高い作業、危険リスク等について理解し、

予防対策を行う。  

   ・体調を崩した場合は、臨地実務実習指導者に連絡し対処する。  
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   ◆指示の遵守 

   ・実習中は、臨地実務実習指導者の指示に従って行動する。 

   ・指示や指導について不明な点がある場合は、質問・相談し正確な行動をとり、勝

手な解釈による行動はしない。  

   ◆報告・連絡・相談 

   ・欠席、遅刻、早退、通学中又は実習中に発生した事故等は、臨地実務実習指導者

及び本学へ連絡する。 

   ・巡回指導以外で、本学教員に相談したい事項が生じた場合は、電話やメールで連

絡する。  

   ・緊急事態が発生した場合は、臨地実務実習指導者へ連絡するとともに、必要に応

じて、本学へ連絡する。  

   ◆守秘義務の遵守 

   ・実習中に知り得た秘密情報や個人情報を教育・研究目的以外に使用しない。また、

外部に知られることのないよう守秘義務を遵守する。 

・実習中に知り得た秘密情報や個人情報を教育・研究目的に使用する場合は、事前

に実習先の承諾を得る。  

   ◆実習先への通学 

   ・実習先への通学は、原則として公共交通機関を使用する。 

   ・実習先の立地により自動車等の使用が必要な場合は、臨地実務実習指導者や実習

先に自動車等の利用が可能なことを確認し、自動車等使用届（様式第 14 号）を本

学に提出して許可を得る。  

   ・安全運転を徹底するとともに、通学時間には時間的余裕を持つ等し、事故を未然  

に防ぐ。  

  ◆実習先への宿泊 

   ・立地等により実習先に宿泊する場合は、実習先の生活様式を理解して適切に利用

する。 

   ・宿泊中は、居室の整理・整頓を心がけ、清掃を行う。  

   ◆学修に対する姿勢 

    次の視点により、積極的に自ら学ぶ姿勢を持って学修に取り組む。  

    【視点】  

    ・ 現在の作業・業務は、全体の仕事の流れの中でどこの部分なのか。  

    ・ 現在の作業・業務は、なぜ行うのか。  

    ・ 現在の作業・業務で、注意すべきことは何か。  

    ・ 現在の作業・業務で、改善すべきことはないか。  

    ・ 現在の作業・業務を、どのようにまとめ、記録し、今後の学修に役立たせる

か。  

   また、実習先の方々とコミュニケーションを持ち、言動の中から社会人（経営者）

としての心構えを感じ取り、将来の自分自身の礎石とする。  

  ⑩報告書の提出 

   ・実習中は毎日、報告書（様式第 10 号）中の実習記録を記入し、前期及び後期の実
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習終了後１週間以内に、報告書（様式第 10 号）と自己点検表（様式第 11～13 号）

を提出する。  

 

 （５）関係機関（県総合支庁の農業普及指導員、林業普及指導員） 

   実習前、実習中、実習後の各場面において、本学の臨地実務実習担当者や臨地実務

実習指導者からの求めに応じ、随時、必要なサポートを行う。  

 

５ 評価 

 （１）目的 

   臨地実務実習Ⅰ、臨地実務実習Ⅱ及び臨地実務実習Ⅲのそれぞれにおいて学修する

こととなっている事項の到達度について、把握することを目的とする。  

 

 （２）臨地実務実習指導者による取組状況評価 

   ①臨地実務実習指導者は、臨地実務実習出欠表（様式第 15 号）により、学生の出欠

の状況等を確認する。  

②臨地実務実習指導者は、臨地実務実習評価表（様式第 16～18 号）を作成し、前期

及び後期の実習終了後１週間以内に郵送等で本学に提出する。  

 

 （３）臨地実務実習評価表の記入方法 

   臨地実務実習指導者は、実習の取組状況について、臨地実務実習評価表（様式第 16

～18 号）を用いて評価する。評価表は、社会人（経営者）としての心構え、生産管理、

経営管理及び経営総合の各項目について、下表の評価基準により５段階で評価すると

ともに、総合コメント等を記載する。  

【評価基準】 

評 価  内 容  

Ａ：優秀  わずかな助言・指導を必要とするが、当該事項を実施できる。  

Ｂ：良好  時として助言・指導を必要とするが、当該事項を実施できる。  

Ｃ：普通  助言・指導を必要とするが、当該事項を実施できる。  

Ｄ：やや劣る  多くの助言・指導を必要とするが、当該事項を実施できる。  

Ｅ：劣る  常に助言・指導を行うが、当該事項を実施できない。  

 

 （４）成績評価及び単位認定 

全日程の 80％（前期・後期合わせて 24 日）以上の出席で単位認定の資格を得るも

のとし、成績評価は、  

①臨地実務実習指導者が行う臨地実務実習評価表による取組状況の評価  

②臨地実務実習担当者による作業記録・自己点検表の評価  

③臨地実務実習担当者による報告書の評価  

④臨地実務実習担当者による臨地実務実習Ⅰ～Ⅲ報告会での発表内容の評価  

について下表に基づき臨地実務実習担当者が総合的に評価し、学外実習運営委員会で

認定する。  
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評価項目  様式等［作成者］  比率  

①報告書  報告書（様式第 10 号）［学生］  40％ 

②自己点検表  自己点検表（様式第 11～13 号）［学生］  10％ 

③評価表  臨地実務実習評価表（様式第 16～18 号）［臨地実務実習指導者］ 25％ 

④報告会  パワーポイント等を使用した発表［学生］  25％ 

 

６ 安全管理体制 

（１）安全教育の実施 

   実習が安全に実施できるよう、学内において安全教育を行う。 

 

（２）傷害及び賠償責任保険への加入 

   実習中は様々な事故の発生が想定されることから、学生の実習中のケガ等及び学生

が他人にケガを負わせたり物品を壊したりする場合等に備え、傷害及び賠償責任保険

に加入させる。  

 

（３）守秘義務の遵守 

   実習中に知り得た秘密情報や個人情報を教育・研究目的以外に使用しないことを徹

底するとともに、外部に知られることのないよう、学生及び実習先に対して指導する。

また、実習中に知り得た秘密情報や個人情報を教育・研究目的に使用する場合は、事

前に学生及び実習先の承諾を得るものとする。 

 

（４）連絡体制 

連絡先、連絡体制を下記のとおり定める。  

【本学の連絡先】 

    （平日 午前８時 30 分～午後５時 15 分まで） 

     ①農林業経営学部農業経営学科 臨地実務実習担当  

      電話 ０２３３－○○－○○○○  

     ②農林業経営学部森林業経営学科 臨地実務実習担当  

      電話 ０２３３－○○－○○○○  

     ③東北農林専門職大学（代表番号）  

      電話 ０２３３－○○－○○○○  

    （平日の上記時間外、土・日・祝日） 

     ④農林業経営学部農業経営学科 臨地実務実習担当専用携帯電話  

      電話 ○○○－○○○○－○○○○  

     ⑤農林業経営学部森林業経営学科 臨地実務実習担当専用携帯電話  

      電話 ○○○－○○○○－○○○○  
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【連絡体制】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

　　　緊急時のみ

大学側 臨地実務実習先

情報共有

報告・連絡・相談  報告・連絡

臨地実務実習指導者

部署責任者

代表者

学　生

臨地実務実習担当者

学科長

学部長・事務局長

学　長
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Ⅲ 実地体験実習 

１ 目的 

  【農業経営学科】 

○「農業実地体験実習」 

山形県内の農業経営体が持つ優れた生産及び経営モデルに触れ、将来経営した

い営農類型を検討するために必要な農業現場の実態を学ぶため、優れた農業経営

体におけるオムニバス形式（前期及び後期にそれぞれ稲作、果樹、野菜・花き、

畜産の経営体を巡回）での実習を実施することで、農業現場の生産、加工、販売

等に関する基礎的な知識を修得する。なお、前期及び後期にそれぞれ稲作、果樹、

野菜・花き及び畜産の経営体での実習を１回以上行う。 

【森林業経営学科】 

○「森林業実地体験実習」 

山形県内の優れた森林業経営モデルに触れ、将来就業したい業態を検討するた

めに必要な森林業経営の現場の実態の学びを深めることとし、優れた森林業事業

体におけるオムニバス形式（前期及び後期にそれぞれ森林資源管理（森林組合、

素材生産、苗木生産等）、森林資源利活用（製材・木材加工、きのこ生産等）の事

業体を巡回）での実習を実施することで、森林業経営の現場の生産、加工、販売

等に関する基礎的な知識を修得する。なお、前期及び後期にそれぞれ森林資源管

理（森林組合、素材生産、苗木生産等）及び森林資源利活用（製材・木材加工、

きのこ生産等）の事業体での実習を１回以上行う。 

 

２ 実習先の選定と実施方法 

 （１）実習先の選定 

   学外実習運営委員会において、県総合支庁が事務局を担う「地域連携プロジェクト

チーム」から提出された実習先候補者リスト（様式第１－１号）等の中から 10 の農業

経営体と 12 の森林業事業体を選定する。２年次以降に専攻する分野（農業経営学科

にあっては、稲作、果樹、野菜・花き及び畜産。森林業経営学科にあっては森林資源

管理及び森林資源利活用）を１年次の年度末までに決定する必要があるため、前期（4

～8 月）に訪問する実習先は、それぞれの専攻分野が１か所以上となるように選定す

る。  

  本学は、実習先候補の農業経営体及び森林業事業体へ実地体験実習依頼書（様式第

５号－２）を送付し、実習の受入れを依頼する。実習先候補の農業経営体及び森林業

事業体は、実習の受入れを承諾する場合は、承諾書（様式第６号－２）を本学に提出

する。  

承諾書を受領後、本学と実習先とで実施協定書（様式第７号－２）を締結するとと

もに、臨地実務実習先一覧表（様式第８号）に当該実習先を記載し、該当する県総合

支庁に送付する。なお、以上の選定スケジュールは臨地実務実習に準じる。  
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 （２）実施方法 

   ①農業実地体験実習 

実地体験実習の実施日は、学生及び教員の負担を配慮し、実習時限の前後の時限

には他の授業を配置しない。実習先までの移動は、本学が借り上げる大型バス１台

（定員 45 名）で行う。実習先には、当該実習先の実習担当教員１名に加えて、そ

れを補佐する専任教員２名で引率する。  

実習先では、効率的かつ効果的に実習を実施するため、２つの実習班（Ａ班とＢ

班、各 16 名）を編成し、同日、同一の実習先において、班単位で交互に実習内容

（作業Ｃと作業Ｄ）を入れ替えて実施する（Ａ班が作業Ｃ、Ｂ班が作業Ｄを行い、

その後作業内容を入れ替え、Ａ班が作業Ｄ、Ｂ班が作業Ｃを行う）。実習は、１経

営体につき１日（実習時間は 90 分）、隔週で実施する  

実習中は、実習先の事業や経営に関する高い見識を有する実務経験５年以上の

者である実習指導者を各班に１名以上配置するほか、各班に専任教員１名を配置

し連携して指導する。  

②森林業実地体験実習 

実地体験実習の実施日は、学生及び教員の負担を配慮し、実習時限の前後の時限

には他の授業を配置しない。実習先までの移動は、本学が所有するワゴン車１台

（定員 10 名）で行う。実習先には、当該実習先の実習担当教員１名で引率する。 

実習先では、実習班を８名１班編成とし、効果的に実習を実施する。実習は、１

事業体につき１日（実習時間は 90 分）、隔週で実施する。  

実習中は、実習先の事業や経営に関する高い見識を有する実務経験５年以上の

者である実習指導者を１名以上配置し、本学の実習担当教員１名と連携して指導

する。  

 

３ 実習に関する役割分担 

  （１）学外実習責任者 

   ①役割 

    学外実習責任者は、学科長がその任に就き、実習の計画・実施・評価、指導体制

の構築、実習先との連絡調整、実習指導者との実施方法・内容等に関する協議・調

整等を総括する。 

   ②実習前の業務 

    実習開始前には、実習の目的に照らし合わせ、学内で必要な技能の学修が円滑に

行われるよう実習担当教員を監督、指導する。実習先の実習指導者の指導力と実習

内容の水準を確保するため、実習指導者に対して、実習前に実習の目的・目標、実

習及び指導内容、成績評価等に関する研修会を開催する。 

   ③実習後の役割 

    各専攻分野の実地体験実習を１回以上実施した後に、学科ごとに中間報告会を開

催する。また、計画した実地体験実習がすべて終了した後に体験実習報告会を開催

する。 
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（２）実習担当教員 

  ①役割 

実習担当教員は、実地体験実習の実習先ごとに学外実習責任者が指名した専任教

員１名がその任に就く。実習担当教員は、実地体験実習が円滑に実施されるように

学生、実習先及び実習指導者との連絡、調整を行う。 

   ②実習前の業務 

    実習担当教員は、実習先及び実習指導者と連携して実地体験実習実施計画書（様

式第９号－２）を作成し、学外実習運営委員会の承認を受ける。  

    学生に対して、実習の目的、到達点、作業手順等の実習の内容に関する説明を行

い、十分に理解させるとともに、屋外での実習や農作業機械又は林業機械を使用す

る実習等での労働災害を未然に防止するため、学生に対する安全衛生教育を徹底す

る。さらに、守秘義務の遵守を徹底するため、学生が実習中に知り得た秘密や個人

情報を本学の教育・研究目的以外に使用しないように指導するとともに、これらの

内容が外部に漏えいすることのないよう、本学の担当教員及び学生並びに実習先の

実習指導者等に徹底する。また、実習中に知り得た秘密や個人情報を本学の教育・

研究目的に使用する場合にあっては、実習先から事前に承諾を得るよう、同様に徹

底する。  

   ③実習中の業務 

    実習指導者及び同行している本学の専任教員と連携し、学生の学修状況を確認し

ながら適切な指導を行う。 

   ③実習後の業務  

   学生に対して、実習後のフォローアップとして助言・指導、改善に向けた課題提

示等を実施する。また、中間報告会及び体験実習報告会に向けて準備する学生を支

援する。  

 

 （３）実習先及び実習指導者 

①役割 

    実習指導者は、実習先の代表者又は職員で、事業や経営に関する高い見識を有す

る実務経験５年以上の者とし、本学の実習担当教員との連絡調整等の役割を担う。 

実習中は、実習担当教員と連携し、学生の実習に臨む姿勢や学修の進捗状況を把

握しながら、指導を行う。 

   ②学生指導時の留意事項 

   ・日常業務に従事させることで、実践的な生産管理や経営管理等について学修でき

るよう指導する。 

   ・生産技術もしくは経営管理等に関する学生の質問については、可能な範囲で対応

する。 

・実習中に知り得た秘密情報や個人情報を教育・研究目的以外に使用しないととも

に、外部に知られることのないよう指導を徹底する。また、実習中に知り得た秘

密情報や個人情報を教育・研究目的に使用する場合にあっては、事前に承諾を得
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るよう指導する。 

   ③本学との連携 

   ・実習担当教員が作成する実習実施計画書の作成を支援する。 

   ・中間報告会及び体験実習報告会に出席の依頼があった場合には可能な範囲で参加

する。  

 

 （４）学生 

   ①事前準備 

    実習先の農業経営体及び森林業事業体の経営内容等を調べるとともに、自分自身

が将来経営したい営農類型又は将来就業したい業態をよく考えて実習に臨む。  

   ②実習中の留意事項 

   ◆服装・整容・態度 

   ・圃場や山林等での作業に適した服装を着用する。 

   ・実習生として服装・頭髪・爪・化粧等は、清楚で不快感を与えないように整える。  

   ・礼儀と作法をわきまえ、謙虚で誠実な態度を取るよう留意する。  

   ◆指示の遵守 

   ・実習中は、実習担当教員又は実習指導者の指示に従って行動する。 

   ・指示や指導について不明な点がある場合は、質問・相談し的確な行動をとり、勝

手な解釈による行動はしない。  

   ◆守秘義務の遵守 

   ・実習中に知り得た秘密情報や個人情報を教育・研究目的以外に使用しない。また、

外部に知られることのないよう守秘義務を遵守する。 

・実習中に知り得た秘密情報や個人情報を教育・研究目的に使用する場合は、事前

に実習先の承諾を得る。  

   ③レポートの提出 

   ・実習後、実習担当教員から与えられた助言・指導を踏まえ、実習先の経営内容と

体験した作業内容を整理したレポートを実習終了後１週間以内に実習担当教員

に提出する。  

   ④中間報告会、体験実習報告会での発表 

   ・各専攻分野の実地体験実習を１回以上実施した後に開催される中間報告会で、「私

の就農・就業計画（中間報告）」を発表する。  

・すべての実習先での実習が終了した後に行われる体験実習報告会で、「実習先にお

ける生産・経営モデルの特徴と私の就農・就業計画（まとめ）」を発表する。  

 

４ 成績評価 

成績評価及び単位認定については、主体的に学修に取り組む態度、問題を解決する

ために必要な思考力・判断力・表現力等について評価することとしており、授業科目

ごとに、履修態度、レポート並びに中間報告会及び体験実習報告会での発表内容によ

り、担当教員が総合的に成績評価を行い、学外実習運営委員会で認定する。 
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５ 安全管理体制 

（１）安全教育の実施 

   実習が安全に実施できるよう、学内において安全教育を行う。 

 

 （２）傷害及び賠償責任保険への加入 

   実習中は様々な事故の発生が想定されることから、学生の実習中のケガ等及び学生

が他人にケガを負わせたり物品を壊したりする場合等に備え、傷害及び賠償責任保険

に加入させる。  

 

（３）守秘義務の遵守 

   実習中に知り得た秘密情報や個人情報を教育・研究目的以外に使用しないことを徹

底するとともに、外部に知られることのないよう、学生及び実習先に対して指導する。

また、実習中に知り得た秘密情報や個人情報を教育・研究目的に使用する場合は、事

前に学生及び実習先の承諾を得るものとする。 

 

 （４）連絡体制 

連絡先、連絡体制を下記のとおり定める。  

【本学の連絡先】 

    （平日 午前８時 30 分～午後５時 15 分まで） 

     ①農林業経営学部農業経営学科 臨地実務実習担当  

      電話 ０２３３－○○－○○○○  

     ②農林業経営学部森林業経営学科 臨地実務実習担当  

      電話 ０２３３－○○－○○○○  

     ③東北農林専門職大学（代表番号）  

      電話 ０２３３－○○－○○○○  

    （平日の上記時間外、土・日・祝日） 

     ④農林業経営学部農業経営学科 臨地実務実習担当専用携帯電話  

      電話 ○○○－○○○○－○○○○  

     ⑤農林業経営学部森林業経営学科 臨地実務実習担当専用携帯電話  

      電話 ○○○－○○○○－○○○○  

 

Ⅳ 学外実習の総括と次年度計画への反映 

 １ 臨地実務実習 

   すべての学生の臨地実務実習終了後に、学外実習運営委員会を開催し、学生から提

出された報告書（様式第 10 号）及び自己点検表（様式第 11～13 号）並びに臨地実務

実習指導者から提出された臨地実務実習評価表（様式第 16～18 号）に加えて、臨地実

務実習担当者及び指導教員チームの意見を総括して、学生ごとに当該年度の臨地実務

実習の問題点や課題を整理する。 

   臨地実務実習担当者は、学外実習運営委員会で整理された学生ごとの問題点や課題
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を、臨地実務実習指導者と共有し、次年度の計画作成に反映させる。なお、臨地実務

実習Ⅰ及び臨地実務実習Ⅱを履修した学生又は受入れた実習先からの申し出の有無に

関わらず、学外実習責任者が次年度の実習先の変更が必要と判断した学生がいた場合

には、当該学生の臨地実務実習担当者に実習先の見直しを指示する。  

 

 ２ 実地体験実習 

   すべての実地体験実習終了後に、学外実習運営委員会を開催し、学生が提出したレ

ポート及び実習担当教員からの意見を総括して、実習先ごとに当該年度の実地体験実

習の問題点や課題を整理する。 

   学外実習責任者は、次年度の実習担当教員を指名する。指名された実習担当教員は、

整理された問題点や課題を踏まえて、次年度の実習実施計画を作成する。  
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